


[image: ]










私の理想の王子様




～意地悪幼馴染となんて結婚しません！～









［著］綾瀬ありる

［イラスト］ｙｏｓ














　もくじ




第一話

第二話

第三話

第四話

第五話

第六話

第七話

第八話

第九話

第十話


















第一話












「どう？　似合っている？」

「ええ、とっても」

　先ほどから何度も同じ質問をしているせいで、着付けを終えた侍女が苦笑しながらそう答えるのを横目に、アミーリアは鏡に映った自分の姿をじっくりと見つめた。

　今日は彼女の十八歳の誕生日。もうじき、その誕生日を祝うパーティがここブレイディ伯爵邸の庭園で行われることになっている。

　フローデン王国の貴族にとって、十八歳というのは節目の歳だ。成人として認められる年齢であり、同時に社交界への出入りを許される年齢でもある。

　そのお披露目も兼ねているため、どこの貴族家でも子息令嬢の十八歳の誕生パーティは気合いを入れ、豪華に催すのが一般的だ。

　ここブレイディ伯爵家でもその例に漏れず、一人娘であるアミーリアは準備のため朝から大わらわであった。

　今彼女が身に着けているのは、この日のために誂あつらえた淡いライラックカラーのドレス。少し大人びたデザインと、これからやってくる春を思わせる色合いが美しい。母と相談をしながら試行錯誤を重ねただけあって、成人を迎えるに当たってふさわしい一着に仕上がったと自負している。

　喉元を飾るのは、色合いの異なる青玉をグラデーション状に連ねたネックレス。これは父からの贈り物で、アミーリアの瞳の色に合わせたものだ。

　ドレスとの相性も良く、まだ高い太陽の光を浴びてきらきらと煌めいている様子はため息が出るほどに美しい。

　アミーリア自慢の淡い金色の髪は結い上げられ、ほっそりとした首筋には幾筋かの後れ毛が垂れ下がっていた。

　最後の仕上げ、とばかりに耳の上に生花が飾られると、ふわりと甘い香りがあたりに漂う。それを指で押さえ、アミーリアはほうっと吐息を漏らした。

「うん……これなら大丈夫そうね」

「ええ、大丈夫ですよお嬢様……さあ、旦那様がお待ちです。そろそろ……」

「ん、ありがとう」

　最後にもう一度、と鏡に向かって微笑みかける。そこには、初々しさを残しつつも完璧な貴婦人の姿が映っていた。

　アミーリアは満足げに頷くとふわりとドレスの裾を揺らめかせて部屋を後にする。

　ともすれば弾みそうになる足をどうにかなだめ、楚々とした歩みで父の待つ書斎へと向かう。廊下の窓から見えた空は青く、数日前まで大雪が降っていたとは思えないほどの好天である。

　まるで自分の誕生日を祝福されているかのような気分になり、アミーリアの口元に笑みが浮かんだ。

　――きっと、今日は良い日になるわ……！

　そんな予感がして、期待に胸を膨らませる。

　もしかしたら、良い出会いに恵まれるかもしれない。そう、アミーリアの「理想の王子様」に。

　脳裏に友人である公爵令嬢ケイトの誕生パーティの様子を思い浮かべ、アミーリアはうっとりと宙を見上げた。

　アミーリアの二つ年上である彼女は、二年前に既に誕生パーティを催している。そしてその誕生パーティの場で、とある人物に求婚されたのだ。

　求婚した人物は、このフローデン王国の第二王子ルーカス。騎士としても名高い彼は、ケイトとは彼女の兄を通じて幼少期より交流があり、幼い頃から恋心を温めていたのだという。

　――求婚の方法も素敵だったわよね……。

　誕生パーティに招待されていたアミーリアは、その一部始終を目の前で見ていた。

　凜々しく美しい王子がケイトの前で跪き、愛を乞う姿はまるで一枚の絵画のよう。そしてケイトも、以前より慕っていた王子からの求婚に頬を染め、瞳を輝かせていて――その幸せそうな姿を、アミーリアは心から羨ましいと思ったものだ。

　残念ながら、現在アミーリアに密かに想う相手は存在していないが、今日彼女を見初めた相手から何らかのアプローチがある可能性はある。

　――その方と、恋に落ちちゃったりして……！

　さすがに本物の「王子」とはいわないが、見目麗しく素敵な男性との出会いを夢想して、頬を緩ませる。

　そんな風に、成人を迎える娘にしては子どもじみたことを考えながら、鼻歌交じりに廊下を進んだアミーリアは、やがて父の書斎の前に立った。

「お父さま、アミーリアです」

　ノックをしてそう声をかけると、中から「入りなさい」と声がする。

　――お父さま、どんな反応をなさるかしら。

　アミーリアに甘い父のことだ。きっと褒めちぎってくれるに違いない。

　そんな想像に緩む口元をなんとか引き締め、あえて澄まし顔を作ると、アミーリアは「はい」と返事をして書斎の扉を開いた。

「お待たせしました」

「おお、アミーリア。よく似合っているな」

　正面のデスクに座っていた父は、こちらの姿を認めるなり相好を崩して立ち上がる。だがアミーリアは父ではなく、デスクの前に立っていた見知らぬ青年に気を取られ、目を瞬かせた。

　歳は二十を少し超えたくらいだろうか。柔らかそうな癖のある髪は黒く、細められた瞳は神秘的な紫水晶のような色合いだ。

　だが、更に印象的なのはその美貌だ。神殿に飾られた芸術神の彫像にも勝るとも劣らぬその美しい顔立ちは、きっと一目見たら忘れられないだろう。

　――だ、誰……？　お客様、よね……？

　客人がいるとは聞いていなかった。

　驚いたアミーリアは、不躾にもその青年をじっと見つめてしまう。すると青年は、そんな彼女に向かってくすりと小さな笑みを浮かべてみせた。その笑みに、心臓がどくりと大きな音を立てる。

「あ、あの……お父さま？」

　慌てて視線を父に移し、目配せをする。感極まった様子でアミーリアの姿を眺めていた父は、それでようやく「ああ」と青年の方へ顔を向けた。そのまま笑顔で、特大級の爆弾を落としてくる。

「アミーリア、彼は――お前の婚約者だよ」

「えっ……？」

　突然投げかけられたその言葉に、アミーリアは驚きのあまり言葉を失い、目を丸くしたまま青年へと視線を戻した。

　――この見知らぬ……美しい男性ひとが、私の婚約者……？

　まじまじと見つめていると、再び青年がにこりと微笑みかけてくる。あまりにも不躾な振る舞いをしてしまったことに気付かされ、アミーリアは顔が熱くなるのを感じた。思わずぱっと彼から目を逸らし、軽く俯く。

　だが、その大人しげな振る舞いとは裏腹に、彼女の胸中には大嵐が吹き荒れていた。

　――うそでしょ……？

　アミーリアはこのブレイディ伯爵家の一人娘だ。女の身では伯爵位を継ぐことが叶わないため、いずれは婿を迎えることになる。

　それは覚悟していたし、もしかするとこの誕生日までに婚約者が決められるかもしれないという、うっすらとした予感はあった。

　だが、今日の朝食の席でさえ父がそんな話をする素振りすらなかったので、まだ決まっていないのだと今の今まで思い込んでいたのだ。

　それが――こんな誕生パーティ直前になって、突然紹介されるとは。しかも、こんな美形の男性を、だ。

　そんなアミーリアの戸惑いに気付いているのかいないのか、父はのんびりとした口調でこう続けた。

「到着が少し遅れてしまってね……もしかすると今日に間に合わないんじゃないかと思って、敢えてお前には話していなかったんだ」

「そ、そんな……」

　確かに、父はサプライズが大好きだ。だが、娘の人生の一大事までそのネタにすると誰が思うだろう。

　アミーリアが思わず絶句すると、父は「大成功だな」と言わんばかりににっこりと微笑みながら立ち上がった。手を広げ、青年の肩をぽんぽんと叩くと、アミーリアに向かって片目をつぶってみせる。

「まぁ、知らない仲じゃないのだから……覚えているだろう？」

「えっ……？」

　父の言葉にまたまた驚いて、アミーリアは改めて青年の顔を見た。だが、一度見たら忘れられないような、こんな美しい顔の男性と、これまでに会ったことなどないはずだ。

　――けど……？

　そう言われてみると、どこか既視感があるような気がしなくもない。

　特にこの、柔らかそうな黒い髪と美しい紫色の瞳を、どこかで……。

　記憶を辿ろうとじっと見つめていると――不意に青年が口の端をにやりと歪めた。その瞬間、脳裏にぱっと一人の少年の姿が浮かび上がる。

　――まさか……エドワード、なの……？

　アミーリアは目を見開き、ごくりとつばを飲み込んだ。あまりにも信じがたい――だが、思い浮かぶ名前は一つしかない。

　――確かに彼は、顔だけなら天使のようだったけれど……

　だが、こんな美男子に成長しているだなんて想像もしていなかった。それに、エドワードは確か十六の時に遠方の国へ留学したはずだ。あれから六年――帰ってきたという話は聞いたことがない。

　そこまで考えを巡らせて、アミーリアははっとした。そういえば、何日か前に父が雪空を見上げながら「このままだと間に合うかどうか」という話をしていた。

　その時は意味がわからなかったが、父が心配していたのは彼の帰国が誕生日までに間に合うかどうか、ということだったのだろう。

　導き出された答えに、アミーリアは身体を震わせた。

　――ということは、本当に、彼が……？

　もう一度、小さく喉を鳴らしてつばを飲み込むと、アミーリアは恐る恐る口を開いた。

「エドワード……エドワード・ウィリアムス……なの……？」

「そうだよ！　覚えててくれたんだね、アミーリア。うれしいよ」

　アミーリアが名前を口にした途端、青年――エドワードはぱっと顔を輝かせた。まるで彼女が自分の名を覚えていてくれたことが嬉しい、と言わんばかりのその態度に、一瞬背筋に寒気が走る。

　――本当に、彼なの……？

　だとしたら、彼との結婚など願い下げだ。アミーリアはぎりりと奥歯を噛みしめながら、昔のことを思い出していた。






　エドワード・ウィリアムスは、ブレイディ伯爵家の遠縁にあたる、ウィリアムス子爵家の次男である。そのウィリアムス子爵家の邸やしきで、アミーリアは彼と共に暮らしていた時期があった。

　なぜかというと、幼い頃のアミーリアは少しばかり身体が弱く、医師に暖かい土地での療養生活を勧められたからだ。

　ブレイディ伯爵家の領地はフローデン王国の北部に位置し、冬は寒さが厳しい。それがアミーリアの身体に障るため、というのがその理由である。

　そこで候補に挙げられたのが、フローデン王国の南部にあるウィリアムス子爵家の土地だった――というわけだ。

　当時、アミーリアは六歳になったばかり。四つ年上のエドワードはちょうど十歳になったばかりだった。

　エドワードには兄がいたが、そちらは歳がかなり離れている。そのため、既に王都にある寄宿学校へと入学し、邸にはいなかった。

　必然的に、エドワードがアミーリアの話し相手を務めることになる。

　しかし、当のアミーリアといえば、新しい生活が憂鬱でたまらなかった。優しい母や父と引き離され、顔見知りの使用人もいない場所でこれから暮らさなければならない。そう思うと涙が出そうになってしまう。

　そのことばかりを考えていた彼女は、エドワードを紹介されたときもうわの空で、ほとんど彼の顔など見ていなかった。それが彼は気に入らなかったのだろう。

　二人で部屋に残された後、エドワードはわざわざアミーリアの顔を覗き込み、「ヒョロガリのチビだな」と言い放ったのだ。

　当然、突然そんなことを言われれば、アミーリアは頭にきてしまう。

　ひょろひょろで痩せっぽちなのも、チビなことも――自分でもよく知っていた。けれどそれを他人に指摘されるなんて初めての経験だ。

「しつれいだわ……！」

　憤慨しながら手近にあったクッションをむんずと掴むと、アミーリアは彼に向かってそれを振り下ろした。

「なっ……なにするんだ、本当のことだろ……！」

「う、うるさいうるさい……っ！」

　だが、ばしんばしん、と何度も繰り返している内に、段々と息が上がってくる。しまいには、はあはあと肩で息をする羽目になり、アミーリアはその場に座り込んだ。

　そこまでくるとエドワードも彼女の様子がおかしいことに気付いたのだろう。慌てたように「大丈夫か……？」とこわごわ近づいてくる。

　だが、アミーリアはすっかりへそを曲げていることもあり、彼の手を払いのけた。これくらいなら、少し休めば大丈夫なはずだ。その程度は、自分の体調についてわかっているつもりだった。

　だが、慣れない環境に身体の方がついていかななかったのだろう。気持ちとは裏腹に段々と視界が霞み、身体がぐらぐらと揺れ出した。

　――くるしい……

　こうなると、この場で頼れるのはエドワードだけだ。だが、彼に頼るのは嫌だった。じっと堪えていると、エドワードのため息が聞こえてくる。

　――な、なによ……！

　そう思った時、彼が立ち上がる気配がした。思わず身体に力を込めるが、エドワードはそのまま部屋を出て行ってしまう。

　頼りたくないとは思ったが、この場に一人残されるとは思ってもみなかった。アミーリアは心細い思いで、走り去っていく彼の足音を聞いていた――。






　――そう、そんな最悪の出会いだったのよね……

　その後、アミーリアは結局熱を出して寝込んでしまったのだった。一人の部屋で眠るのはひどく心細くて、寝台の中で泣いた記憶が残っている。

　けれど、それから誰かが――おそらくはエドワードの母か、部屋付きの侍女か――が、うなされているアミーリアの手を握り締め、ずっと傍に付いていてくれたこと。それでようやく安心して眠れたことが脳裏に蘇る。

　――とにかく、エドワードと結婚なんて考えられないわ。

　アミーリアはため息をつくと、再び目の前の彼をじっと見つめた。

　なにしろ、エドワードとの出会いは最悪で。そして、ウィリアムス邸に滞在中、彼にはとにかく意地悪ばかりされていた思い出しかないのだ。

　一緒に勉強をするといっては、アミーリアの机に虫の幼虫を仕込んでいたこともある。やたらと知識をひけらかしたりしてくるし、木登りのできないアミーリアを馬鹿にしたこともあった。

　どれもこれも、今となっては年上の彼に敵うはずもなかったとわかるのだが、それでも生来負けず嫌いの気があるアミーリアにとって悔しくてたまらない出来事の連続だった。

　まあ、お陰で勉強のやる気が出たことについてだけは感謝してもいいのだが。

　――頭の良いことを鼻にかけた、嫌な男だったわ……！

　たとえ自分の方が優れていると主張したくとも、年下の女の子相手にあまりにも遠慮がなさ過ぎではないだろうか。そう――優しさというものに欠けている。

　そんな男と結婚して、この先の生活がうまくいくなんて到底思えない。

　アミーリアにだって、結婚生活にはそれなりに抱いている夢があるのだ。ぎゅっと拳を握り締め、アミーリアは抗議しようと口を開きかけた。

「お、お父――」

「おっと、そろそろ時間だな。アミーリア、彼と一緒にお客様をお迎えしなさい」

　しかしその時、胸元から懐中時計を取り出した父が時間を確認し、顔を上げる。父の言葉から、もうすでに招待客が来る時間になってしまったことを理解して、アミーリアは臍ほぞをかんだ。

　――とにかく今は、大人しく婚約を受け入れる振りをするしかないか……。

　婚約するしないで今揉めていては、誕生パーティが台無しになってしまう。自分の――そしてブレイディ伯爵家の体面に賭けて、そんなことは許されない。

「では行こうか、アミーリア」

　まるで昔のことなど忘れたかのような顔をして、エドワードが手を差し出す。

　――誕生パーティをぶち壊しにされませんように……！

　内心で顔をしかめながら、アミーリアはその手にそっと指を載せた。
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「なんだか腹が立つわ……」

　ソファの背もたれにぐったりと寄りかかり、アミーリアは天井を見上げた。

　はあ、と大きなため息が唇から漏れてしまい、小さく肩をすくめる。

　結論から言えば――誕生パーティは盛況の内に幕を閉じた。

　エドワードはその美貌で会場内の視線を独り占めにしていたし、彼がアミーリアの婚約者だと紹介されると、招待された同年代の娘達はこぞって羨ましげな視線を彼女に向けてきたほどだ。

　通常ならば得意になるところだが、彼の本性を知っている身としては「羨ましいのならば、のしをつけて差し上げるわ」と言いたくなるところである。

　――ま、さすがにそんなわけにはいかないけれど。

　はあ、とため息がまた一つ。

　それから目を閉じて、アミーリアは今後について考え始めた。

　とにかく、あんな意地悪男との結婚なんて絶対に嫌だ。だが、父の決めた婚約をアミーリアの一存ではどうすることもできない。

　せめて――エドワードが婚約の解消に同意してくれれば……。

「そうだわ！」

　アミーリアはかっと目を見開くと、勢いよく立ち上がって声をあげた。そうだ、エドワードがこの婚約を解消したいと言ってくれれば問題は解決する。

　彼だって、あれほど自分と対立していたのだ。とにかく、寄ると触ると喧嘩するような関係だったのだから、彼の方こそ自分と結婚したいと思っていない可能性の方が高い。

　ただ、彼の家は子爵家。伯爵家からの縁組みを断れなかったのだろう。

「でも……それなら、私と彼が同意すれば、父を説得できる可能性はあるわ」

　善は急げだ。幸い、今ならば彼はブレイディ家に滞在している。これから話をすれば、社交シーズンの開始前に解消することができるだろう。

　アミーリアが勢いよくソファから腰を浮かせた瞬間、部屋の扉をノックする音が聞こえた。ぎょっとしたアミーリアは、その姿勢のままぎこちなく扉の方へ視線を向ける。

「は、はい……？」

「アミーリアお嬢さま、エドワードさまがお見えです」

「え、エドワード……？」

　今まさに会いに行こうとしていた人物の登場に出鼻をくじかれ、アミーリアはぺたりとソファに腰を下ろした。

　――どっ、どうしよう……？

　そもそも、一体何の用で彼は自分を訪ねてきたのか。それがわからないだけに、より戸惑ってしまう。

「……お嬢さま？」

「あ……ご、ごめんなさい。入ってもらって良いわ」

　扉の外から不審げな声で呼びかけられ、アミーリアははっと我に返った。彼が来てくれたというのなら、むしろ自分にとって好都合ではないか。

　こちらから訪ねる手間が省けてちょうど良い。何の用なのかは知らないが、こちらの話も聞いてもらえば良いだけだ。

　気を取り直し、小さく咳払いをしてソファに座り直すと、アミーリアは侍女が開けた扉へゆっくりと視線を向けた。すると、そこからちょうど、エドワードの長身が姿を現す。

　彼はアミーリアの視線に気が付くと、口の端に笑みを浮かべ、紫色の瞳を細めてみせた。それから軽くこちらに会釈すると、その形の良い唇を開く。

「やあ、アミーリア。突然すまないね」

「いえ、別に……どうぞ、座って？」

　アミーリアが勧めると、エドワードは「ありがとう」と言って優雅な仕草でソファに腰を下ろした。

　それを横目に、アミーリアは一礼して下がろうとする侍女を呼び止め、お茶の準備をするよう言い付ける。

「かしこまりました」

「よろしくね」

　侍女は出ていくときに一瞬迷ったようだったが――扉をぱたんと閉めた。そのことに一瞬どきりとしたアミーリアだったが、すぐに気持ちを切り替える。

　――そうよ、一応今はエドワードが婚約者なのだものね。

　当主である父が定めた婚約者である以上、そう扱われるのは当然のことだ。アミーリアの部屋を直に訪ねても許され、扉を閉めた部屋に二人きりでも何も言われない。

　――けど、それも今だけよ……！

　アミーリアは拳を握り締めると、彼の方へと向き直った。

「それで、ご用件は？」

　とりあえず、まずは出向いてきた側の用件を聞くのが筋というものだろう。そう考えたアミーリアが促すと、彼は意外そうに目を瞬かせた。

　そのまま少し首を傾け小さく肩をすくめてみせる。

「いや……特には？　強いて言うなら、婚約者殿のご機嫌伺い、ってとこかな」

「は……？」

　思ってもみない返答にあっけにとられ、アミーリアは思わず間抜けな声をあげた。だが、そんな彼女に向かって、エドワードはにこりと微笑んでみせる。

「僕たちは、まぁお互い知らない仲じゃあないけど……僕が留学してからだから、丸六年も顔を合わせていなかっただろう？　少しはこう……距離を縮めるための時間があってもいいんじゃないかなって」

「そ、それは……」

　つまり、そう考える程度にはこちらのことを尊重してくれる気持ちがあるということだろうか。それならば、もしかしたら今からアミーリアがしようとしている提案に頷いてくれるかもしれない。

　ごくりとつばを飲み込むと、アミーリアはぎゅっと拳を握り締め、口を開こうとした。

　だがその瞬間――再び部屋の扉がノックされる。

　またしても出鼻をくじかれた形になったアミーリアは、半ば苛立ちを含んだ声でノックに応えた。

「……はい、なにかしら？」

「お嬢さま、お茶をお持ちいたしました」

　外から声をかけてきたのは、先ほどの侍女であった。そういえば準備を頼んでいたのだと思いだし、アミーリアはため息交じりに「どうぞ」と入室を許可する。

　すると、カチャリと軽いノブの音がしてゆっくりと扉が開かれ、そこから盆を手にした侍女がすすっと音もなく部屋の中へ入ってきた。慣れた手つきで二人の前にカップと、アミーリアの好物であるナッツ入りの焼き菓子を並べてゆく。

「ありがとう、もういいわ」

「かしこまりました」

　一通りの支度を終えた侍女にそう声をかけると、彼女は一礼して部屋を出て行った。ぱたり、と今度は迷いなく扉を閉め、そのまま部屋の前からも気配が消える。

　――よし、今度こそ……！

　それを横目で見送ったアミーリアは決意を秘め、視線を正面へと向けた。ちょうどエドワードがカップに手を伸ばしたところだった。

　長い指が取っ手を掴み、ゆっくりとカップを口元へと運ぶ。美形がすると、たったそれだけの仕草さえ思わず見蕩れてしまうほどに様になっている。

　視線を奪われて、アミーリアは小さく息を呑んだ。だが、すぐにはっと我に返り、ぶるぶると首を横に振る。

　――い、いやいや……何をぼうっとしてるの、アミーリア。しっかりしなさい。

　全く、自分で自分に呆れてしまう。けれど、それも仕方がないだろう。

　容姿が良い、という点だけは、彼はアミーリアが思い描く「理想の王子様」に近いのだから。

　けれど彼とは、アミーリアが思い描くような甘くて情熱的な恋など期待できない。

　――ううん、そうでなくたって……。

　実際、アミーリアとて自分の立場は理解している。ブレイディ家の一人娘として、婿を迎えねばならず――その相手はできるだけ有能な人物でなければならない。

　そうでなければ、伯爵家の運営を任せるわけにいかないからだ。

　恋だの愛だの、そういった事柄は自分の結婚において必須ではない。けれど、結婚生活において、お互いを尊重しあえる相手が良いというのは、決して高望みではないだろう。

　そして、エドワードにはそれを期待することもできない。

　姿勢を正し、アミーリアは真っ直ぐに彼をみつめた。一瞬迷ったが、意を決して口を開く。

「エドワード」

「ん？」

　カップに口をつけていたエドワードが、名を呼ばれて視線をあげた。そこでアミーリアが改まった様子なのに気付いたのだろう。

　紫色の瞳が一瞬訝いぶかしげに細められ、眉間にかすかに皺が寄る。だがすぐに笑顔に戻ると、彼はカップをソーサーへ戻し、膝の上で手を組んだ。

「なにかな」

　どうやら、話を聞いてくれそうだ。ほっと胸を撫でおろし、アミーリアは舌先で軽く唇を湿らせると口を開いた。

「あなたに、話があるの。この……婚約について」

「婚約について……？」

　ふむ、と小さな呟きを漏らすと、エドワードは先を促すようにこちらに視線を向けた。それに頷き、アミーリアは話を続ける。

「そもそもの話、あなた……本気で私と結婚するつもりなの？」

「もちろん、そうだけど？」

　アミーリアの言葉に、エドワードは「なんだ」とでも言いたげに軽く肩をすくめると、笑顔でそう答えた。

　その表情からは、この婚約について否を唱えようという気配は全く感じられない。思わぬ答えに焦ったアミーリアは、思わず「は？」と大きな声をあげてしまった。

「えっ……どうして？　相手は私なのよ？」

「そりゃ……もちろん知ってるさ」

「本当に……本気なの？」

「当たり前だろ？」

　畳みかけるように問いかけると、エドワードは「何を当たり前のことを」とばかりに呆れたような声音でそう答えた。

　――よ、予想と違う……っ！

　幼少期、あれだけソリの合わなかった自分たちだ。エドワードとの結婚を自分が嫌がるのと同様に、彼もまたアミーリアとの結婚には乗り気ではないと思っていたのに。

　呆然とするアミーリアを尻目に、エドワードは再びカップへ手を伸ばすと、それを口元へと運んだ。

　自分とは対照的に落ち着き払ったその様子を見ていると、なんだか腹が立ってくる。

　――なんなのよ、この人……！

　もしかして、これも自分に対する意地悪の一環なのだろうか。そう思うと苛立ちは募る一方だ。

　ふん、と鼻息も荒く彼を睨みつけ、アミーリアは口を開いた。

「……私は嫌よ」

「はぁ？」

　きっぱりとそう宣言すると、彼は「何を言われたのか分からない」と言わんばかりに目を見開き、素っ頓狂な声をあげる。

　それに後押しされ、アミーリアはもう一度、はっきりと口にした。

「私は嫌、って言ったのよ。誕生パーティの時は仕方がなかったけど……この婚約、なかったことにして欲しいの」

「何を言ってるんだ、アミーリア」

「言葉どおりの意味よ」

　口早にそう言うと、やっと言えたという安心感で身体から力が抜ける。ほっと息を吐き、アミーリアは目の前のカップに手を伸ばした。

　話し始めてからそれほど時間が経っていないと思っていたのに、中身はすっかりぬるくなっている。そのせいか、少し渋みのあるそれに微かに眉をしかめ、カップをソーサーへと戻す。

　その間、エドワードはじっと押し黙ったままだった。ちらりと視線を向ければ、彼はぐっと眉間に皺を寄せ、こちらをじっと見つめている。

　その表情に、アミーリアは「あ」と小さく声を漏らした。

　――昔も、こんな顔をしていたことがあったわね……

　ただ、それがいつのことだったかまでは記憶にない。ただ、珍しい表情だな、と思ったことだけは覚えている。

「あの、エド……」

「アミーリア」

　なんとなく気まずくなって口を開こうとしたアミーリアの言葉を、エドワードが遮った。思ったよりも厳しい声音に背筋がびくりと震え、ソファの上で軽く身を引いてしまう。

　何か言わなくては、ともう一度口を開こうとしたが、彼が言葉の先を続ける方が早かった。

「悪いが、僕はこの婚約をなかったことにはしない。考えてみてくれ……子爵家の次男でしかない僕が、伯爵家に婿入りできるチャンスをみすみす逃すと思うか？」

　そう言うと、エドワードは不敵な笑みを浮かべ、ふんと小さく鼻を鳴らしてみせた。

「僕の有能さを買ってくださった伯爵に、感謝しているくらいだ」

　その嫌みたらしい言葉遣いに、アミーリアは思わずむっときてしまう。

　――なによ、こいつ……！

　こうなったら、なにがなんでもこの結婚を回避してやる。どうしてやろうか、と思った時、アミーリアの脳裏に昔話だかおとぎ話だったか忘れたが――とにかくこんな話があった、という記憶がよみがえった。

　縁談を厭いとうた主人公が、縁談相手に無理難題を言い付け、見事に結婚を回避する物語だ。

　――これだわ。

　まるで天啓だ。アミーリアは思わずにんまりと笑うと、エドワードに向き直った。

「そんな有能なあなたなら、何でもできるわよね」

「は？」

　なるべく嫌みったらしい口調で言えば、エドワードが怪訝けげんそうにこちらを見つめ返してくる。その鼻先に指を突きつけ、アミーリアは言葉を続けた。

「私と結婚したいなら――私の頼みを全部叶えて。その有能さを私に示すことができたら、あなたとの結婚を考えても良いわ」

「どうして僕がそんなことを？」

　小馬鹿にしたようにハッと鼻先で笑った彼が、軽く首を振ってみせる。

　いちいち腹の立つ男だ。やはり、この男との結婚など絶対に無理である。

「ふうん……自信がないの？」

「……そういうわけじゃない」

　アミーリアが更にそう言葉を重ねると、エドワードは少しばかりむっとしたように眉を寄せ、早口にそう答えた。

　どうやら、彼のプライドを刺激するのに成功したようだ。なんだか少しおかしくなって口元が緩みそうになるのを必死で堪え、アミーリアは心の中で呟いた。

　――なんだ、意外と単純なところもあるのね。

　優秀だの有能だのと言うわりには、こちらの計略にまんまとのせられている。もう一押しだ。ぎゅっと拳を握り締めて気合いを入れる。

「どう？　やるの？　やらないの？」

　重ねて問うと、エドワードは「はあ」と大きなため息をついた。どうやらアミーリアに引く気がないことを理解したようだ。

「それで――」

　身体の前で手を組み、身体を前に乗り出したエドワードが、投げやりな口調で言う。

「僕は何をすれば良いんだ？」

「そうね……」

　アミーリアは必死に頭を働かせた。

　ここで簡単にクリアできるような課題を与えては、せっかく計略にのせた意味が無くなる。

　できるだけ無理難題を考えなければいけないが、そんなものがするりと出てくるはずもない。

「あ、後で知らせ――」

「いいのか？　あと半年もすれば社交シーズンだ。僕と一緒に夜会に出るようになれば、国王陛下をはじめ、国中の貴族がこの婚約を知ることになる。それでは、きみに都合が悪いんじゃないか？」

　僕は構わないけれどね、と言ってにやりと笑うその表情は、かつての意地悪な彼を想い起こさせた。

　そうだ。確かに自分もそれを危惧きぐしている。だからこそ、早めに解消するべくこの話を持ち出したのだ。

　それに、今はアミーリアにのせられているエドワードも、冷静になったらこんなこと「する意味が無い」と気付いてしまうだろう。

　――ど、どうしよう。

　必死に考えを巡らせていたアミーリアの脳裏に、ぱっと閃いたのは――彼女がしばらく前から手に入れたいと考え、あちこち手を尽くしていた稀覯本のことだった。

　農学の高名な学者が著したもので、寒い地方での作物の育成について新たな手法を研究した経過をまとめた書物だ。

　幸いにも、ブレイディ伯爵家の領地ではまだ不作という事態に陥ったことはない。だが、年々寒さが厳しくなっているという実感はあり、アミーリアは将来に備え知識を得ようと考えていたのだ。

　だが、肝心の論文をまとめたその本は、まだ実験段階であることや、他国の学者が発表したばかりの学説ということで少部数しかフローデン王国内では流通していないらしく、どうしても手に入れることができなかった。

　自分でさえそうなのだ。国外から帰ってきたばかりで、フローデン王国内に何の伝手もないエドワードが、やすやすと手に入れられるはずがない。

　悔しい話ではあるが、ここは利用させてもらおう。アミーリアは心の中でそうほくそ笑むと、思案顔のエドワードを見つめながら焼き菓子を頬張った。

















第三話












　吹く風がほんのりと温かみを帯び始めた午後。

　アミーリアは邸の庭をのんびりと歩きながら、空を見上げた。春の初めの空は、晴れているのにうっすらと雲がかかって、どこか霞んだ色をしている。

　いまいちすっきりしない天気だ、とアミーリアはため息を漏らす。

　そう、まるで今の自分の心の中のように。

　――あれから、もう四日……ううん、五日かしら。

　そう、エドワードに婚約解消を申し出たあの日から、もう五日。その間、同じ邸内にいるはずの彼とは、食事の席以外ではほとんど顔を合わせていない。

　だというのに、その食事の席では父ばかりが彼に話しかけていて、アミーリアはほとんど彼と会話を交わす隙もないというありさまだ。

　まあ、エドワードがアミーリアの元を訪れてこないということは、まだ本を手に入れられていないということなのだろう、という予想はつく。つくのだが。

　――期限を区切っておかなかったのは失敗だったわ……。

　はあ、とアミーリアは再びため息をついた。

　今日来るか、明日来るか――それが気になって、ここのところエドワードのことばかり考えて過ごしてしまう。こんなはずじゃなかったのに。

「何しているのかしらね」

　どうせなら、早く諦めて降参しに来れば良いのだ。

　あの後、父から詳しく聞かされた話によれば、エドワードはアミーリアでさえ名前を知っている、遠国の名門大学を主席で卒業してきたのだという。

　すごいことだと思うと同時に、そんな立派な経歴ならばたかだか伯爵家の入り婿などではなく、もっと他にいい話がありそうなものではないかと思ってしまう。

　もちろん、彼だってすぐにそれに気が付くだろう。

　そうなれば、アミーリアの提案にかえって感謝すら覚えるかもしれない。次に彼に会うときには、きっと婚約解消に同意してくれるはずだ。

　――きっとそうなるわ。

　未来予想図に満足して小さく笑みをこぼすと、アミーリアはくるりと踵を返した。鼻歌交じりに庭を颯爽と抜け、邸の方へと歩き出す。

　そうと決まれば、これから先は社交界で自分の夫となる人を探さねばならない。そのための準備は、早ければ早いほど良いはずだ。

　うきうきしながら玄関の扉を潜り、階段に足をかける。

　彼が一体どんな顔で降参してくるのか、想像するのも愉快でたまらない。

「ああ、早くエドワードが来てくれないかしら」

　そして、その顔を早くみせてくれないだろうか。

「へえ、そんなに僕に会いたがってくれてたの？　感激だな」

　思わず漏らした独り言に、背後から返答があって――アミーリアは背中をびくりと震わせた。振り返ると、そこにはフロックコート姿のエドワードが立っている。どうやら、外出先から戻ったばかりらしい。

　思わぬ不意打ちに動揺して、アミーリアは震える声で彼の言葉を否定した。

「なっ……そ、そういうわけじゃ……」

「そう？　そうとしか聞こえなかったけどね」

　その言葉に思いっきり首を振ってみせると、彼は肩をすくめ、小さな声で呟いた。だが、その仕草がこちらを馬鹿にしているように感じられて、アミーリアを苛立たせる。

「耳が悪いんじゃない？」

　そう不機嫌に言い捨てると、アミーリアは「じゃあ」と片手を挙げ、その場を立ち去ろうとした。だが、その手をエドワードがぱしんと掴み、ぐっと彼女の身体を引き寄せる。

　体勢を崩しかけてたたらを踏んだアミーリアは、今度こそ柳眉を逆立てて大声をあげた。

「なにするのよ、危ないでしょ……！」

「まあまあ……待ちなよ、アミーリア」

　エドワードは怒るアミーリアを宥めるようにぱっと手を離すと、両手を軽く挙げてみせた。それから、少し得意げな表情を浮かべて足元に置いていた鞄を拾い上げる。

　アミーリアが思わずそれに視線を向けると、彼はにやりと笑い口を開いた。

「今……少し時間をもらえないか？　見せたいものがある」

「見せたいもの……？」

　訝しげに彼の言葉を繰り返すと、エドワードは「ああ」と頷く。その様子から察するに、鞄の中に見せたいものとやらが入っているのだろう。

　なにかしら、と首を傾げたアミーリアは、はっと気が付いて彼の顔を見た。

　――見せたいもの、ってまさか……？

　もし、そうだとしたら。

　心臓がどくんと大きな音を立てたかと思うと、いつもよりも速く鼓動を打ち始める。それが不安によるものなのか、はたまた期待によるものなのか、自分でも判然としないうちに、アミーリアは何かに操られるかのようにこくりと頷いた。






「今日は、きみの部屋には入れてくれないの？」

「なに言ってるの……こっちの方が近いし、用意が早いのよ。……あ、ありがと」

　あれからすぐ、一番近い応接室に席を整えてもらい、アミーリアは彼を伴ってそこへ入っていった。それに対し、エドワードは少し不満げなようだ。

　――何を言っているのよ、全く。

　呆れ気味に彼の軽口を聞き流しつつ、さっさとソファに腰を下ろす。そんな彼女を見て軽く肩をすくめたエドワードは、ちぇっと小さく呟くとその正面に腰を下ろした。

　そこへタイミング良く侍女がお茶を持ってきてくれる。

　それに礼を言うと、アミーリアは彼の方へと視線を向け「さあ」と促した。

「もったいぶっていないで、早くして」

「せっかちだなあ、アミーリア」

　何気ない口調を装いながらも、はやる気持ちが隠しきれない。それに気付いているのだろう、答えるエドワードの声には、どこかからかうような響きがあった。

　二人のやりとりを横目に、侍女がすっと一礼し応接室を出て行く。

　ちらりとそれを見送ったエドワードは、「では」と微笑んで鞄に手を伸ばして膝の上に置くと、ぱちんと掛け金を外した。

　静まりかえった部屋の中で、その音はやけに大きく響いたように感じられる。

　じっと見つめるアミーリアの視線の先で、エドワードがゆっくりと鞄の中に手を入れ――そこから紙に包まれた何かを引っ張り出した。

　四角くて、少し分厚い――そう、ちょうど本のような大きさの包み。

　アミーリアはごくりとつばを飲み込むと、彼の顔をちらりと見た。そこには、どこか得意げな色が滲んでいるように見える。

　それがこちらを馬鹿にしているように感じられて、アミーリアは内心むっと眉間に皺を寄せた。

「さ、どうぞ？」

「……え、ええ」

　机の上に置かれた包みに手を伸ばし、アミーリアはそれを手に取ろうとした。どうしてか、少し緊張しているようで手が震える。

　紙の包みは幾重にも重なっていて、一枚剥ぎ取るごとにカサカサという紙の音が小さくなっていく。最後に柔らかな薄紙を取り除くと、茶色の革表紙が姿を現した。

　それに視線を落とし、目を見開く。

「……うそ」

「どう？」

　得意げなエドワードの声も、今度は気にならない。アミーリアは表紙を見つめたまま、大きく息を吐き出した。

　表紙には、確かにアミーリアが欲しがっていた本のタイトルが書かれている。「寒い地域での農作物育成にかかる実験経過」だ。著者の名前まで確認し、それを指で辿る。

　エドワードはその様子を見ながら、目の前のカップに手を伸ばし、ふうっと小さく息を吹きかけた。

　ゆらゆらと立ち上っていた湯気が一瞬吹き飛ばされて消え、再びふわりと立ち上る。それに目を細めたエドワードは、ゆっくりとカップに口をつけた。

　だが、そんな彼の様子など、アミーリアの目には入らない。喉から手が出るほど欲しかった本を前に感極まり、ただ表紙を撫でながらぽつりと言葉を漏らす。

「どうやって……」

　手に入れたの、という言葉は掠れ、音にならなかった。だが彼はアミーリアの言いたいことを正確に理解したようだ。

「知りたい？」

「もちろん」

　エドワードの言葉に、アミーリアは素直に頷いた。自分では手に入れる事のできなかったこの本を、帰ってきたばかりでどこにも伝手などないはずの彼が手に入れられた、その理由を知りたい。

　アミーリアが視線を向けると、エドワードは優雅な仕草でカップをソーサーへと戻しながら口を開いた。

「その本を書いた学者は――大学で僕が所属していた、研究室の担当教授だったんだ」

「なっ……なんですって？」

「ま、つまり恩師ってやつだね。まだ大学に残っているから、手紙を出したらすぐに用立ててくれたよ。遠方だからやりとりに少し時間がかかってしまったけどね」

　エドワードはそう言うと、くすりと得意げに笑ってみせた。いつものアミーリアならば、その自慢げな態度を苛立たしく思っただろう。

　だがそんな感情よりも、憧れの研究者に直接の教えを受けたという、その内容に対する興味の方が上回った。

　勢いよく身を乗り出すと、目を輝かせてエドワードにこれでもかと質問を浴びせかける。

「ねえ、研究室ではどんな研究を？　この論文は、寒い地方での農作物育成をテーマにしている……ということは、実際に寒い地域へ行って実験を行ったの？　それとも……」

「お、おい……」

　アミーリアの勢いに押され、エドワードがわずかにみじろぎする。それに構うことなく、アミーリアは本を抱きしめると夢見るようにうっとりとした視線を宙に彷徨さまよわせた。

「だって……すごいじゃないの、エドワード……！」

　吐息混じりにそう呟くと、今度は目を輝かせ彼の方へと身を乗り出す。

「ねえ、話を聞かせてくれない？　ううん、実際にこの論文を読んでからの方が良いかしら……その方が、私も質問の内容を絞れるわ。ええ、そうと決まればこうしてはいられない……」

「お、おい……待てって、アミーリア？」

「なによ」

　そうと決まれば早速、と席を立とうとしたアミーリアだったが、エドワードはそんな彼女を不機嫌そうに睨みつけると、はあ、と大きなため息をこぼしてみせた。

「おまえ、忘れていないか？　僕が何のためにその本を手に入れてきたのか」

「え……あっ」

　そう言われ、アミーリアもようやく本来の――彼にどうしてこの本を手に入れるように言ったのかを思い出した。

　――そうだった……！

　はっと口元を押さえ、アミーリアは目を見開いた。

　彼に「自分と結婚したいのなら、有能さを示せ」とふっかけ、入手困難な本を手に入れるように言ったのはアミーリア自身だ。そして、彼は実際にそれを手に入れてきた。

　ならば次に約束を守らなければならないのはアミーリアの方だ。

　ぎくりと身体を強張らせると、エドワードは微かに苦笑を漏らし、「やっぱりな」と呟いた。

「忘れていたんだろう」

「い、いやね……そんなこと」

　ない、とは言えず、アミーリアは視線を逸らした。

　だが、確かに今は忘れていたけれど、その直前までは覚えていたのだ。実際に本を手にし――そしてエドワードがその著者に直接教えを受けたことがあるという事実に興奮して、頭からすっとんでしまっただけで。

　――それにしても、まいったわね。

　エドワードのじっとりとした視線を横顔に受けながら、アミーリアは内心でため息をついた。

　なにしろ、どうせ彼がこの本を手に入れられるわけがないと高をくくっていたのだ。結婚を回避できたと思い込みこそすれ、する覚悟など決めているはずもない。

　背中にじわりと汗が滲み、心臓がどくどくと――今度は嫌な音を立て始める。

　ちらりとエドワードを見やれば、彼はどことなくうろんげな目つきでこちらを見ていた。

「そ、その……」

　その視線に耐えきれなくなって、アミーリアはどうにか言葉をひねり出そうとした、だが、すぐに妙案など浮かぶはずもなく、言葉はそこで途切れてしまう。

　再び押し黙ったアミーリアを見つめ、エドワードは軽く吐息を漏らした。

「……ま、僕も今回はだまし討ちみたいなものだったからな。いいよ……きみが僕の有能さを認めるまで、何度でも挑戦しよう」

「えっ……エドワード……？」

　意外な言葉に、アミーリアは思わず顔を上げると、彼の顔をまっすぐに見つめた。その視線を受けて小さく肩をすくめたエドワードは、仕方ないとでも言いたげに苦笑を浮かべている。

　――まさか、あのエドワードがそんなことを言うなんて……

　幼い頃の彼だったら、きっと鬼の首でも取ったかのように本を振りかざし、自分に言うことをきかせると思っていた。だが、そうしないということは――。

　――もしかして、少しくらいは……見直してもいいのかな……？

　そうアミーリアが思った瞬間、エドワードが口の端ににやりと笑みを浮かべる。すっと立ち上がった彼はテーブルの脇を通り抜けると、アミーリアが座るソファの横で止まり、彼女を見おろした。

　細身ではあるものの、背は高い。そんな彼に高い位置から見おろされると、なんだか圧迫感がある。

　思わずごくりとつばを飲み込み、アミーリアは彼を見上げた。すると彼は、ふっと小さく鼻で笑い、ゆっくりともったいぶった仕草で彼女の隣に腰を下ろす。

　ソファの座面が揺れ、すぐ傍に彼の体温を感じる。そうすると、アミーリアの心臓がまたどきりと大きな音を立てた。

　これまで、家族――つまり父以外の男性とこれほど至近距離に近づいたことなどない。そう意識すると、かっと頬が熱くなり、心拍数がどんどん上がっていく。

　そんなアミーリアの様子に気付いているのかいないのか、エドワードは「ねえ」と囁くような声音で話しかけてきた。

　それに合わせて周囲の空気が揺れたような気さえして、また心臓が騒ぎ始める。

「今回は引くけれど、それでも――少しくらいは本を手に入れた褒美を貰ってもいいんじゃないかと僕は思うんだよね」

「ほ、褒美……っ!?」

「そう」

　エドワードはそう言うと、アミーリアの手を取った。それをゆっくりと――恭しささえ感じる手つきで持ち上げると、その指先に視線を這はわせる。

　その仕草に、アミーリアの背筋がぞくりと震えた。それは決して嫌悪感からくるものではない。そう思った自分に驚いて、唇から吐息が漏れた。

　――な、なに……？

　その感覚の正体がわからず、アミーリアは戸惑う。そんな彼女に、エドワードは軽く首を曲げ、顔を近づけてきた。

　間近で見ても、肌には染み一つなく滑らかで、とても男性とは思えないほどだ。半ば現実逃避のようにそんなことを考えていると、エドワードが再びふっと口の端を歪めて笑う。

「昔から決まっているだろう。淑女が紳士に与える褒美といえば、口付けだよ」

「は、はあ……っ!?」

　口付け、という単語を耳にした瞬間、アミーリアは自分の顔がかっと熱くなるのを感じた。いや、顔どころか耳まで熱い。

　きっと赤くなってしまっているのだろう。それを見られるのが恥ずかしい……というか、なんだか悔しい。しかし、とっさに顔を隠そうとした腕を捕らえた彼の力は思ったよりも強く、振り払うことができない。

「エ、エド……」

　拒否しなければ、と思うのに、その言葉が紡げない。必死に絞り出した声は、掠れて弱々しいものに聞こえた。彼の視線に絡め取られ、身動きさえ封じられてしまったようだ。

「アミーリア」

　自分の名前を呼ぶエドワードの声がどこか熱っぽく聞こえるのは、気のせいだろうか。小さく息を呑んだアミーリアの視線の先で、彼が握っていた手をゆっくりと持ち上げる。

　形の良い唇がそこに近づけられ、吐息が指先を掠めた。

「あ……」

　また、背筋にぞくりと震えが走る。思わず吐息が漏れるのと、指先に彼が口付けるのとはほとんど同時だった。

　柔らかく、かすかに濡れた感触が押し付けられ、そしてすぐに離れていく。その行方をつい目で追うと、唇の隙間からちらりと舌が覗くのが見えた。
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　――なっ……！

　艶かしささえ感じさせるその仕草に、いまさらながらに羞恥心が沸き起こってくる。弾かれるようにして彼の手を振り払うと、アミーリアは勢いよく立ち上がった。

　それに驚いたような表情を浮かべたエドワードを尻目に、いつの間にか取り落としていた本を拾い上げるとくるりと彼に背を向ける。

「あ、アミーリ……」

「こっ……これで、ご褒美とやらは終わりなんでしょう!?　次の頼みはまた後で知らせるわっ……！」

　何か言いたげな彼の言葉を途中で遮る。そのままの勢いで、アミーリアは部屋を飛び出し、自室へと向かった。

　途中で出会った侍女が何か言っていたが、それさえ無視して階段を駆け上っていく。自室の扉を勢いよく開けて身体を滑り込ませると、ばたんと騒々しい音を立てて閉めた。

　そのまま扉に寄りかかり、はあはあと荒い息を吐く。

「な、なんなのよあれ……」

　小さな呟きと共に、足から力が抜け、アミーリアはぺたりとその場に座り込んだ。ふと視界に自分の指先が映り、脳裏に彼の唇の感触が蘇り、その感触を打ち消そうと慌てて首を強く振る。

「なんなの、本当に……」

　本当なら、もっと怒ってもいいはずだ。だというのにそんな気にもなれず、アミーリアはただ呆然とそう呟くと、持っていた本をぎゅっと抱きしめた。

















第四話












　なんだか緊張する。目の前で優雅にカップを傾けるエドワードの姿をちらりと見て、アミーリアは小さく息を吐いた。

　しばらく前に、エドワードは王都に新しく借りたという自身の邸へ居をうつした。父はずっとブレイディ家にいればいいと言っていたようだが、ウィリアムス家のみなが王都へやってくるのに先んじて、準備をしておきたいと話していたらしい。

　――それって、結婚に向けての準備ってことよね……。

　つまり彼はアミーリアの課した難題をクリアする自信がある、ということだろう。

　二つ目の課題はすでに彼に伝えてある。きっと無理だろうと思う反面、彼ならどうにかしてしまうのでは、と期待とも不安ともつかぬ気持ちを持て余していた。

　そして、彼に会うと緊張する理由はそれだけではない。

　あの口付けから、どうもエドワードのことを妙に意識してしまっている自分がいるのだ。

　婚約者らしい交流を、と彼は今日のように週に何度か顔を見せる。

　そのたびに、彼の口元に目が行ってしまい、落ち着かない気持ちになってしまう。

　だが、そんな風にそわそわとして落ち着かないアミーリアとは対照的に、エドワードはいつも落ち着いているし、あの口付けのことをことさら思い出している風でもない。

　ただ毎回きっちりと品の良い格好でやってきては、こうして二人でお茶の時間を過ごし――そして節度のある時間に帰る、という行為を繰り返している。

　完全に忘れたような顔をしているのが、なんだか悔しい。それでいて、胸がぎゅっと引き絞られるような気持ちになる。

　一体それがなんなのか、自分でもわからない。

　もう一度ため息をつきそうになって、アミーリアは慌ててカップを手に取ると、それに口をつけた。

　――もう、なんなのかしら。

　どうにも調子が狂う。アミーリアの記憶の中にいるエドワードなら、もっと自分に対し優位な立場に立っていると誇示するような言動をしてもおかしくない。

　だと言うのに。

「……リア？　アミーリア、おい……大丈夫か？」

「えっ？」

　はっと我に返ると、正面からエドワードが心配そうにこちらを覗き込んでいた。その表情には、どうしたのかわずかに焦りが滲んで見える。

「体調でも悪いのか？　熱は？　まだ寒い日もあるから、気をつけないと」

「い、いえ……そういうわけじゃないけど……」

　畳みかけるかのような勢いに呑まれ、アミーリアは思わず素直に首を振った。すると、エドワードが目に見えてほっとした表情を浮かべる。

　どうやら彼は、アミーリアがあまりにもぼうっとしているので、熱でもあるのではないかと心配してくれたらしい。

　――もう、身体が弱かったのなんて、ほんの一時期だけだったのに……。

　医師の言うとおりに暖かい地方で過ごしたのが良かったのだろう。あるいは、歳を重ねて身体が大きくなることで抵抗力がついたのかもしれない。

　だんだんと体調が安定するにつれ、適度な運動などもできるようになり、アミーリアの身体はみるみるうちに良くなっていった。

　それを彼も傍で見ていたはずなのに、覚えていないのだろうか。

　――それくらい、私には興味がなかったと言うこと？

　あれほど張り合った相手だというのに、となんだか面白くない気分になって、アミーリアはいささか乱暴にカップをソーサーへと戻す。

　成人した淑女が婚約者の前で見せるには、いささかみっともないと言わざるを得ない仕草だ。

　だがそんな彼女を咎めることもせず、エドワードはカップを手に取り、それを一気に飲み干した。

「そろそろ帰るよ」

「え、もう……？」

　いつもならば、もう少し長い時間ここに滞在しているのに。

　――まあ、半分くらいはお互い黙ってお茶を飲んでいるだけだけど……。

　もう半分くらいは、多少の雑談や、後は先日貰った本の内容について、わからないところを教えてもらったりしている。

　最近すっかり彼とこうして過ごすのにも慣れてきてしまっていた事に気付いて、アミーリアは口元を押さえた。

　――こんな態度じゃ、まだ居てほしいみたいじゃない……！

　そんなことは決してない。ないのだけれど。心の中で首を横に振りながら、ちらりと彼の顔を見る。きっとこちらを馬鹿にしたような態度を取っているに違いない、と思ったが――盗み見たエドワードは口元に笑みを浮かべ、目を細めてこちらを見つめていた。

　その瞳と視線がぶつかったような気がして、アミーリアは弾かれたように彼から視線を逸らした。途端に小さな忍び笑いが漏れ聞こえてくる。

　その余裕ぶりがなんだか癪に障って仕方がない。唇を軽く噛むと、ごそごそと衣擦れの音が聞こえ、それからエドワードが立ち上がる気配がした。

「名残惜しいけど、今日はこの後用があるんだ。また来るから」

「あ、あら……そうなの。じゃあ」

　顔を上げた時には、彼はすっかり上着を着込み、帰り支度を済ませている。慌てて見送りのために立ち上がろうとすると、ぽんと頭に手を乗せて止められた。

「な、なに……？」

「いいよ、今日はこのままで。また次に会う日を楽しみにしてて」

　目を細めてそういうと、エドワードはゆっくりと手を滑らせ、アミーリアの髪を撫でた。温かくて大きな手は心地よく、ついうっとりとその手に頭を預けそうになり――アミーリアははっと我に返った。

　何するのよ、とその手を振り払おうとするも、エドワードの瞳が優しくこちらを見下ろしているのに気付いて、思わず視線を逸らしてしまう。

　心臓がどきどきと早鐘を打ち、呼吸が少し浅くなって――。

　そんな彼女を置き去りに、エドワードは最後に軽く一度だけアミーリアの頭にぽんと手を置くと、そのまま部屋を後にした。

　――もう、なんなのよ、これ……。

　その後ろ姿を見送りながら、アミーリアは首を振った。

　視線を戻せば、テーブルの上には空になったカップが二つ。それから、おかわりのためにティーコジーを被せられたティーポットが所在なげに佇んでいる。

　アミーリアは小さく身を震わせると、それを手にして自分のカップに注ぎ入れた。

　ティーポットの中身はまだ温かい。カップから立ち上る湯気にほっとして、小さく息を漏らす。

　エドワードがいなくなった後の部屋は、なんだか少し寒いような気がする。彼に触れられた髪に無意識に手を伸ばし、アミーリアはきゅっと唇を引き結んだ。

　――そんなこと、ない。

　もう一度そう心の中で呟く。

　彼と過ごす時間を思いのほか快く感じている自分から、アミーリアはまだ目を逸らしていたかった。






　それから数日後。いつものように訪れたエドワードが差し出したものを見つめ、アミーリアは悲鳴じみた声をあげた。

「ど、どうして……!?　こ、これっ……本当にッ……!?」

「どうしてもなにも、きみがこのチケットを欲しがったんじゃないか、アミーリア」

　それは、テーブルの上に置かれた二枚のチケットだ。アミーリアは微かに首を振ると、信じられないとばかりに目を見開きそれを見つめた。

　確かに彼の言うとおり、このチケットを入手するようエドワードに言ったのはアミーリア自身である。

　だが、このウォリナ劇団のチケットは王都でも人気が高く、常に販売と同時に売り切れ。よほどの伝手がないと入手できないプラチナチケットと化していた。

　――まあ、昔はもっと簡単に手に入ったのだけれどね……。

　二年前に新たに迎えたという脚本家の腕が良かったのだろう。一度評価が高まると、あれよあれよという間に人気が爆発し、今では高嶺の花になってしまった。

　更には、それをきっかけに公爵家の後援を受け、専用の劇場まで立ててもらったというのだから、その人気と権威がどれほどのものかわかるだろう。

　今度こそ絶対に、手に入れられまい。そう思って指定したのだが、エドワードは事もなげにチケットを持ってきてみせたのだ。

　それでもまあ、今回は二週間近くの時間がかかったことになる。

「……まさかとは思うけど、違法な……」

「それこそまさかだよ。ちゃんと正規のルートから手に入れた、問題のないものさ」

　まさか、と思い疑問を口にすると、エドワードがそう言って軽く肩をすくめて見せる。それを横目に見ながら、アミーリアは改めてチケットを手に取った。

　日付は二ヶ月後。この演目が上演される最初の日だ。

　――初日のチケットなんて、それこそ本当に取るのが困難なのに。一体どうやって……？

　疑問は尽きないが、今それを詮索しても仕方がないだろう。問題は、彼がこれを手に入れてきたという事実が厳然として目の前にあるということだ。

　ということは、だ。

　ぎくりと身体を強張らせ、アミーリアは小さく息を呑み込んだ。

　これで、彼はアミーリアの出した条件をクリアしたことになる。となれば、今度こそ――結婚相手として認めなければならなくなるということだ。

「そ、そう……」

　ぎこちなく頷くと、エドワードは「おや」とでもいうように首を傾げた。

「あんまり喜んでいないように見えるけど……別に、好きというわけではなかった？」

「そ、そんなことないわ……！」

　さすがのアミーリアもいくら入手困難なものという条件に合致したからといって、特に欲しくもないチケットを用意するように言ったりはしない。それどころか、実を言えばこの劇団の大ファンであり、もう三年も前からずっと追いかけている。

　しかし、公爵家の後援を受けてプラチナチケット化してからは、ほとんど観に行くことが叶わなくなっていたのだ。

　それが目の前にあって、うれしくないわけがない。

　けれど。

　今の気持ちをどう表現していいかわからず、きゅっと唇を噛みしめる。

　――違うの、まだ……まだ、私……。

　彼に対する自分の気持ちが、揺らぎ始めている。けれど、それを自分では認めたくない。

　ぎゅっと奥歯を噛み締めた時、エドワードがゆっくりと口を開いた。

「……アミーリア」

　特別大きな声ではない、どちらかといえば控えめな声音で名前を呼ばれただけなのに、思わず肩が跳ねる。そんなアミーリアに何を思ったのかはわからないが、エドワードは小さな吐息を漏らし、こう続けた。

「……安心してくれ、これくらいで、僕の有能さを認めろなどとは言わないさ」

「え……？」

　意外と言えば意外にすぎる言葉だ。ぱっと顔を上げると、エドワードの紫色の瞳が静かにこちらを見つめている。

「……言っただろう、きみが認めるまで、何度でも挑戦すると」

「そ、そういえば……言っていたわね」

　どうやら彼は本気でそう言っているようだ。そう判断して、アミーリアはほっと息を吐き出した。

　とりあえず、危機は回避できたらしい。

　だが、アミーリアがそう油断した瞬間、エドワードはにやりと笑うと、「ただ」ともったいぶった口調で言った。

「前回と同じように、ご褒美が欲しいな」

「ま、また……？」

　一ヶ月前のことを思い出し、アミーリアは思わず自分の指先に視線を走らせた。何もされていないのに、どうしてかそこが熱を持ったような気さえしてしまう。

　心臓が急に大きく脈打ち、その音が鼓膜に響いてうるさいほどだ。

　だが、それを彼に悟られたくない。

　ぐっと奥歯を噛みしめると、アミーリアはフンと小さく鼻を鳴らし、そっぽを向いた。そのまま手を差し出すと、「ほら」と言わんばかりに彼の前でひらひらさせる。

　前回と同じように、というのなら、同じ事をするのだろう。

　――するなら、早くして。

　されることがわかっているのなら、もう前回のような失態は見せない。反対側の手をぎゅっと握り締め、密かに息を整える。

　きっと彼は、アミーリアの反応を見て楽しんでいるに違いない。

　――そうよ……。

　自分の有能さに、よほど自信があるのだろう。そうでなければ「認めるまで何度でも」などとは言わないはずだ。

　そして、あえて「ご褒美」などと言ってこちらをからかうつもりなのだ。

　ようやく彼の目的がわかった。そっちがその気なら、受けて立とうではないか。

　そう息巻いたアミーリアだったが、エドワードは黙ったまま動こうとしない。

　焦れたアミーリアは、思わず彼の方へと視線を向け、訝しげに問いかけた。

「……どうしたのよ」

「いや、前回と同じじゃあ、二度目を譲った意味が無いだろう。今度はもう少し、近づかせてもらおうかと思ってね」

　え、と思ったその時、アミーリアの腕をエドワードが捕らえた。そのまま軽く引っ張られ、気付いた時には彼の腕にすっぽりと収まっている。

　何が起きているのか、すぐには理解できなかった。そう、今自分は――彼に抱きしめられている。

　――え、ええっ……!?

　あげかけた悲鳴をなんとか呑み込み、アミーリアは心の中でそう叫んだ。

　――な、ななっ……なんで……っ!?

　すぐそばに彼の体温を感じる。細身だと思っていたが、こうしてすっぽりと自分を包み込む腕は力強く、胸板は思っていたよりも厚みがあった。

　これが男性の身体だ。そう強く意識した途端、心臓が早鐘を打ち始める。

「アミーリア」

　名前を呼ぶ囁き声は低く、どことなくいつもとは違う――まるで彼の体から香る香水のようにほんのりとした甘さを含んで聞こえる。

　背筋を甘い痺れが走り抜け、アミーリアは小さな吐息を漏らした。

　――なに、これ……。

　決して不快ではない。そのことが、よりアミーリアを戸惑わせる。

　それからどれくらい時間が経っただろうか。一言名前を呼んだきり、黙りこくっていたエドワードの腕からふっと力が抜ける。

　――あ……。

　体がゆっくりと離れるにつれ、体温が遠ざかる。それがなんとなく名残惜しくて、アミーリアは思わず手を伸ばしかけた。

　だが、はっと気付いてその手を握りしめると、慌てたようにそっぽを向く。その様子がおかしかったのか、微かに笑う声が聞こえ、アミーリアはむっと眉根を寄せた。

「さて、次は何をご所望でしょう、お嬢さま」

　どこかからかうような口調なのが癪に障る。

　――これくらい、なんでもないってこと……？

　なるほど、とアミーリアは彼の端正な顔を見て頷いた。これだけの美貌の主だ。遠国で学生生活を送っている間、さぞかしモテたことだろう。

　こちらまで伝わってきてはいないが、きっと爛れた生活を送っていたに違いない。

　――そうよね、この間も指先に……口付けなんかしちゃって、いかにもって感じよね……。

　こちらが不慣れな反応を見せるのを楽しんでいるのだろう。そう思うと、はらわたが煮えくり返るような気がする。

　どうにかしてもっと手に入れるのが難しいものを指定して、エドワードが降参するところを見なければ、溜飲が下がらない。

「……なんでもいいのよね？」

「まあ、それで僕のことを認めてくれるならね」

　アミーリアの言葉に、エドワードは軽く肩をすくめてそう返してきた。その軽い雰囲気に、ますます苛立ちは募るばかりだ。

　――本当に、嫌な男……！

　こうなったら最後の手段だ。アミーリアは腕組みをして彼を睨みつけると、もったいぶって口を開いた。

「……ネオン・マリンストーン」

　アミーリアの言葉に、エドワードは一瞬驚いたようだった。美しい紫色の瞳が見開かれるのを見て、思わずにやりとしてしまう。

　彼が驚くのも無理はないだろう。まず、マリンストーン自体がフローデン王国よりもかなり南方でしか産出されない宝石だ。そして、アミーリアの言う「ネオン・マリンストーン」は最近になって発見された新種のマリンストーンで、よりクリアで深い色味をした希少な宝石だ。もちろん値段も高価である。

　いくらエドワードが有能だろうと、そうそう手に入れられるようなものではない。

　――さすがに降参するでしょう……。

　その時の彼の情けない姿を思い描き、アミーリアは内心ほくそ笑んだ。だが――しかし、ことはそう、アミーリアの予想どおりに進まない。

　ふうん、と小さく呟いたエドワードは一つ頷くと事もなげにこう言ったのだ。

「さすがに少し時間が欲しいね。もちろん――待ってはくれるだろう？」

「そ、それは……」

　一体どれくらい待つことになるのか。手に入れられるまで粘るつもりだとしたら、年単位になってしまうかもしれない。

　それでは意味が無い。このまま時間が過ぎれば、彼が婚約者のまま社交シーズンが始まってしまうし、そうなってからでは婚約破棄はただの醜聞だ。

　アミーリアが言葉に詰まると、エドワードは「もちろん」と言葉を続けた。

「一年も二年も待てとは言わないさ。ただ――そうだな、社交シーズンが始まる頃までには。それまでに用意できなかったら、僕の負けを認めるさ」

　ふむ、とアミーリアは考え込んだ。フローデン王国の社交シーズンが始まるのは六月頃。今は三月の中旬なので、約三ヶ月の時間があることになる。

　――それくらいなら、ギリギリ待っても大丈夫かしら……？

　いまここで「駄目」と言うよりも、やってみて結局駄目だった――となった方が、彼に与えるダメージが大きいかもしれない。

　より情けない彼の顔を見られるのではないだろうか。

　――なら、その方が良いわ。

　なにしろ、ここまで二回もアミーリアは恥ずかしい思いをさせられているのだ。少しくらいやり返さなければ、割に合わない。

「……いいわ、では、期限は社交シーズンの開始まで。それまでは待ってあげる」

「寛大な婚約者殿に感謝する」

　大袈裟な態度で礼を言うと、エドワードはにっこりと微笑んだ。あまりにも余裕を感じさせるその笑みに、すっと背筋が寒くなる。

　――強がり、よね……？

　では、と邸を後にする彼の後ろ姿を見送りながら、アミーリアはなんとなく嫌な予感に身を震わせた。
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「じゃ、アミーリア。またね」

「……ええ」

　玄関先までアミーリアを送り届け、エドワードが帰っていく。その後ろ姿を扉が閉まるまで見送り、アミーリアは小さく息を吐いた。

　季節は春の初め。外出にはちょうど良い季節だ。

『まだ僕たちは、婚約者同士だからね』

　エドワードはそう言って、アミーリアを外へ連れ出そうとする。それを何度か断ったアミーリアだったが、しばらくして彼の誘いに乗ることにした。

　――だって、そうでもしないと……。

　また二人きり、部屋の中で過ごすことになる。エドワードはそれでもいいらしいが、落ち着かないのはアミーリアの方だった。

　二人だけになるとどうしても、彼のことを意識してしまう。指先に触れた彼の唇の感触や、意外と厚い胸板――少し高めの体温と、ほんのり甘さのある香水の匂い。

　それから、彼の学んできた内容に対するアミーリアの質問に答える声。普段、こちらを少しからかうような響きは消え、真剣な声音になる。

　男性にしては少し高めの声が、少しだけ低くなるのだ。それが耳に心地良い。

　そういったものが脳裏に蘇って、どぎまぎしてしまう。

　――もう、なんでよ……！

　どうにか意識しないでいよう、と思えば思うほどドツボにハマる。最近では、論文についての質問に解説をしてもらっている最中ですら、気になって仕方がない。

　二人きりだから意識してしまうのだろう。そう結論づけたアミーリアは、彼の外出の誘いに乗ることにしたのである。

　もちろん、二人で出かければ周囲に婚約していることを自ら喧伝けんでんするようなもの。その危険性は充分理解している。

　だが、外出先でのエドワードはどちらかと言えば事務的で、適度な距離感を保っている。お陰で二人だけでいるよりもずっと彼を意識せずに済む。

　そのことが、今の自分にとっては何よりもありがたく感じられる。

　自室に戻る途中、窓の外に目をやって、アミーリアは再びため息を漏らした。

　どうしてこんなことになっているのだろう。

　――だいたい、お父さまがいけないのよ。

　父がエドワードとの婚約など決めなければ、今頃はもっと他の――素敵な男性と一緒に過ごしていたかもしれないのに。

　しかし、その光景を思い描こうとしてみても、なんだかうまくいかない。どうしてか全て、エドワードの姿に置き換わってしまう。

　――もう、だからなんでなのよ……！

　無性に苛々して、アミーリアは足音も荒く歩き始めた。だが、二階に上がる階段にさしかかったところで、背後から呆れたような声がアミーリアの足を止めた。

「なんですか、はしたない……そんな姿を、エドワードさんにも見せているんじゃないでしょうね？」

「……お母さま」

　慌てて振り返ると、そこには母が柳眉を逆立てて佇んでいた。軽く睨みつけられて、アミーリアが首を竦すくめる。

　はあ、と重いため息をついた母は、軽く首を振るとアミーリアの正面に立った。

「まったく……あなたは、成人して婚約者もいるというのに、いつまでも子どもじみて」

「ごめんなさい……」

　このままだと、お説教が始まってしまいそうだ。そう思ったアミーリアは、慌ててしおらしく俯くと、素直に謝った。

　どうやらそれが功を奏したようだ。母は小さく頷くと、「それより」と一転してうきうきとした口調で話し始めた。

「そろそろ花嫁衣装の準備を始めなくてはいけないわ。来週にはお針子を呼ぶから、そのつもりでね」

「え、ええっ……早くないかしら」

　弾むような母の言葉に、アミーリアは慌てた。なにしろ、今はその結婚を回避するためにエドワードと勝負している最中だ。

　もちろん、アミーリアは自分の勝利を確信している。この先に待つのは、彼との婚約解消だ。

　けれどそれを、これほどまでに婚約を喜び、結婚を心待ちにしている様子の母に話すのはためらわれる。

　それに、婚約を解消するつもりだなどと母に漏らしたら、すぐに父に伝わって馬鹿な勝負をやめるよう言われてしまうだろう。

　だが、そんなアミーリアの焦りなど気付きもせず、母は楽しげに話を続ける。

「準備は早く始めるに越したことないわ。どうしても予定には遅れが出るものですからね。デザインも考えなくてはいけないし……それに、当日身に着ける装飾品も。ああそうだ、エドワードさんにも同席してもらいましょうか。なにかお揃いのものを身に着けたら、素敵じゃないかしら……」

「ちょ、ちょっと……お母さま？」

「私とお父さまの時もね……二人でお揃いのブローチを作って。ああ……あれはどこに置いたかしらね。とても素敵だって皆さまから褒めていただけてね」

　まずい。これは長くなりそうだ。

　アミーリアの母は、とにかく話が長いタイプの人間だ。気を抜くと、いつまででもお喋りにつき合わされる。

　特にこの楽しげな時の母から逃げるのは至難の業。

　先ほどとは違う意味で、背中にひやりとしたものが流れ落ちる。

　結局アミーリアが母の話から解放されたのは、三十分ほども経った後のことだった。

「……ホント、疲れたわ……」

　自室のソファに座り、ぐったりと背もたれに身体を預ける。ふわぁ、とあくびとため息の入り混じったような声を漏らすと、アミーリアはかくんと首を傾けて天井を見上げた。

　――まずいわね……。

　ゆっくりと目を閉じながら、心の中でそう呟く。

　婚約を解消するつもりだったから、結婚の準備などまったく考えていなかった。まさかこれほど早くに動き始めなければならないものだったとは。

　このままでは、仮にエドワードが降参したとしても間に合わないのでは。

「だからといって……いったん待つと言ったのを撤回することなんてできるわけないし……」

　そんなことをしたら、こちらが負けを認めるようなもの。それは絶対にしたくない。

　困ったことになった。アミーリアはため息をつきながら身体を起こすと、窓の外へと視線を投げた。

　帰ってきたときにはまだ青かった空はすっかり茜色に染まり、太陽が木々の向こうに隠れようとしている。

　そこからじわりと染みだしている紺色が、まるで自分の心を表しているようで、アミーリアはそっと目を伏せた。






「さあ、お嬢さま……こちらを向いて。そう……」

「え、ええ……」

　あれから約一ヶ月。何の妙案も浮かばないまま時は流れ、季節はすっかり春爛漫といったところである。

　そんなある日、ここブレイディ邸ではアミーリアの花嫁衣装の仮縫いが行われていた。

　ドレスのデザインは、主に母が意見を出した。それに加え、どうしたことかマメに打ち合わせの場に顔を出したエドワードまでもが口を出し、肝心のアミーリアの意見はごくわずかだ。

　そのごくわずかの意見も、エドワードに促されて仕方なく出したという始末。

　明らかに渋々準備を進めているのだが、母はそんなことには全く気付いた様子もない。それどころか、エドワードが意見を出してくれることに大層感激していて、ますます彼を気に入ったようだった。

　――ああ、もう……！

　ふう、と唇からため息が漏れる。今日はなにやら用事があるとかで仮縫いの現場にはいないが、この後迎えに来るから少し出かけようと誘われていた。

　いつものアミーリアなら、さすがに仮縫いの後は疲れているから――と断るところだが、最近はこれに加えて社交シーズンに向けての準備も大詰めを迎えている。

　すっかり家に閉じこもり気味のアミーリアを見かねての提案だと理解できたし、何より夜間の外出など初めてだということが彼女の気持ちを後押しした。

　社交界デビュー前の貴族令嬢が夕方以降に外出するなど、本来ならば認められないが、婚約者が同伴するのならば問題ない。

　本来なら最も心が浮き立つはずの仮縫いよりも、そちらの時間を楽しみにしている自分に気付いて、アミーリアは苦笑した。

「はい、ではそのまま後ろを……はい」

　ぼんやりと今後のことを考えている間にも、お針子達は手際よく作業を進めていく。やがてアミーリアがそこはかとなく空腹を覚え始めた頃、ようやく「終わりです」と声がかけられた。

　普段着に着替えたアミーリアがほっと息を吐くと、侍女が「おつかれさまでした」とテーブルにお茶の準備をしてくれる。

「ありがと」

　アミーリアは礼を言うと、カップに口をつけた。熱いくらいのお茶が、疲れた身体に心地良い。添えられていた菓子はアミーリアの好物であるナッツ入りの焼き菓子で、つい笑顔が溢れてしまう。

「ん～、おいしい……」

「それはようございました。この間エドワードさまがいらしたときに、お土産にと持ってきてくださったんですよ」

「えっ……？」

　侍女の言葉に、アミーリアは目を瞬かせた。彼に、自分がこれが好きだと話をした覚えはない。

　――たまたま……？

　この焼き菓子は別に有名店のものというわけでもない。アミーリアが個人的に贔屓にしている小さな店のオリジナル商品だ。

　確かに、彼の前で何度か食べたことはあるけれど、それだけで店を特定して購入してくるとは考えにくい。

　ぱくり、ともう一口頬張りながら、アミーリアは軽く首を傾げた。

　それから一時間ほども経った頃――ちょうど、空の色が茜色に染まり始めた時刻。エドワードは約束どおり、アミーリアを迎えにやってきた。いつもは昼の装いだったが、今日は夜にふさわしいシックな色合いの出で立ちだ。

　玄関ホールで佇む彼の装いに目を奪われ、思わず感嘆の吐息を漏らしそうになって、アミーリアは慌ててそれを呑み込んだ。

「お待たせ」

「ああ、いや」

　アミーリアが声をかけると、エドワードはハッとしたように顔を上げ、口元に笑みを浮かべた。だが、なんだかんだで共に過ごすことの多かったアミーリアには、どうも彼が心ここにあらずといった調子であるように思えた。

　――どうしたのかしら。

　不審に思ったアミーリアだったが、彼も疲れているのだろうと結論づける。なにしろ、アミーリアが結婚や社交界デビューの準備に追われているのと同じくらい――いや、それ以上に彼もやらなければならないことがあるはずだ。その上でアミーリアの元を訪れる時間を捻出し、更には無茶な要求にも応え――。

　そこまで考えて、ふとアミーリアの脳裏を疑問がよぎった。

　――そこまでして、伯爵位が欲しいのかしら。

　もしかして、と脳裏に別の可能性が浮かび上がる。だが、アミーリアはそれを「まさか」と首を振って打ち消した。

　――そんなことあるわけないじゃない。

「アミーリア？」

「あ、ああ……ごめんなさい、今行くわ」

　気付けば、エドワードがエスコートのために手を差し出している。その手に指先を載せ、アミーリアはゆっくりと歩き出した。

















第六話












　エドワードが準備したのは、最近流行だという二人乗りの小さな箱馬車だ。クーペ、と呼ばれるタイプのもので、中の座席は一列だけ。

　当たり前だが、エドワードとは隣り合って座らねばならず、アミーリアは身体の端に感じる体温に心臓が騒ぐのを止めることができずにいた。

「最新型で、ようやく手に入れたのだけど……少し狭いか？」

「い、いえ……」

　あまりにも意識しすぎて、返答がまるで借りてきた猫のようになってしまっている。そんなアミーリアを見て、エドワードが不思議そうに首を傾げた。

「どうした？　やはり疲れたか？」

「そっ……そんなことないわ」

　そう聞かれ、慌てて首を横に振る。確かに疲れているかいないかで言えば、疲れてはいるのだが、だからといって夜出かけるチャンスをふいにするのはもったいない。

　出かける相手に多少の不満はあれど、好奇心がそれを上回った。

　なにしろ、夜間の外出に制限のある貴族令嬢ならば、婚約者にエスコートされて夜の街に出かけるというのは憧れのシチュエーションの一つである。

　折角ならば体験しておきたい。

「それで、今日はどこに連れて行ってくれるの？」

「……せっかちだな。それは着いてのお楽しみ、ってやつだ」

　アミーリアの質問に、エドワードはそっけなくそう答えた。それにむっと来て彼の方へと視線を向けると、こちらの様子を窺うように細められた彼の瞳と視線が合う。

　どきりとして思わず顔を背けると、彼はもう一度「大丈夫か？」と尋ねてきた。

「大丈夫よ。そんなに心配していただかなくても、もう昔みたいにひ弱じゃないの」

「ならいいが」

　小さな吐息と共にそんな返事が聞こえてきて、それから彼が少し体勢を変えるのが洋服越しに感じられる。

　少しだけ身体が離れ、二人の間にひやりとした空気が入り込んだ。

　春とは言え、やはり太陽が沈んでくると少しずつ空気が冷えてくる。ふるりと身体を震わせると、横から「ほら」と囁く小さな声がした。

「これでもかけていろ」

「あ、ありがとう……」

　差し出されたのは、軽い素材でできたストールのようだった。柔らかく、手触りはフワフワとしている。肩にかけるとほんわりと暖かく、アミーリアの唇からはほっと息が漏れた。

　その様子に満足げに目を細め、頷いたエドワードは、すっと視線を窓の外へと向けた。それにつられるように、アミーリアの視線も馬車の外へと向けられる。

　先ほどまで茜色だった空は、今はほとんど紺色に覆われていた。うっすらと地平線の辺りがまだ明るいが、もう数分もすればすっかり夜になるだろう。

　――なんだか、どきどきしてきたわ……。

　話に聞く限り、定番はレストランでのディナーや夜に公演が行われるオペラ。それから特別開催の夜間美術館の場合もあるし、植物園で夜しか咲かない花を見るというイベントが催されていることもあるとか。

　いずれにせよ、アミーリアにとって未知の領域だ。

　ストールの上からどきどきと弾む胸を押さえ、アミーリアは目を輝かせて外の風景に見入っていた。

　どれくらいの間馬車を走らせただろうか。窓の外の風景は、街の中から少し郊外へとその様子を変えている。

　――本当に、どこへ行くつもりなのかしら。

　もうとっくの昔に陽は落ちて、外は真っ暗な闇に包まれている。時折街灯の明かりは見えるが、それもまばらだ。

　それに、思ったよりも寒さが増してきた。ストールの前をかき合わせても、冷えた空気がじわじわと忍び寄ってくる。

　こんなことなら、もう少し防寒に気をつけた服装にすべきだった。そう後悔しても今更遅い。

　――このストールがなかったら、きっと耐えきれなかったわね……。

　騒ぎ立てるほどではないが、くしゃみの一つくらいは出てしまったかもしれない。みっともない姿を見せずに済むことについては、エドワードに感謝しても良いだろう。

　そんなことを考えながら視線を戻すと、ちょうど馬車がゆっくりと減速し、車寄せに停車するところだった。

　どうやら、目的地に着いたらしい。

「さ、行こうか」

　エドワードに促され、アミーリアは馬車から降りた。すぐ目の前は煉瓦造りの大きな建物があり、見上げるとうっすらと円形の屋根が見える。

　暗いせいで全容はわからないが、さほど古い建物ではないように見受けられた。

　心当たりの全くないアミーリアは、目を瞬かせて考え込む。

　――どこなのかしら、ここ。

　周囲を見まわしてみても、明かりは道沿いにぽつぽつとあるだけ。疑問を抱えたまま、アミーリアはエドワードのエスコートに従って建物の中へと入っていった。

　足を踏み入れたのは、玄関ホールらしきかなり広い空間だ。外観と違って中は煌々と明かりが灯されていて眩しいほど。

　目を細め、アミーリアは周囲を見まわした。足元は大理石でできており、明かりを反射して鈍く光っている。左右に延びた広い廊下の先には扉が幾つか並んでいて、ドアにはプレートが打ち付けてあるようだった。

　その反対側には硝子のケースが置かれており、何か展示してあるようだ。

「博物館……？」

　ぱっと思いつくのはそれくらいだったが、それにしては展示が少ないような気がする。

　首を傾げると、隣からくすくすと笑う声がした。思わずむっとして唇を尖らせると、エドワードの顔をじとりと睨みつける。

　すると彼は小さく肩をすくめ、「ごめん」と呟いた。

「まだ新しい施設だからね、知らないだろうと思っていたんだけど……あまりにも予想どおりの反応だったから、つい」

「つい、じゃないわよ。もう……ここ、何なの？」

　まばらではあるが、人の姿はちらほら見える。そのうちの幾人かは、おそらくここのスタッフだろう。

　だが、その服装からは何も読み取ることができない。エドワードに尋ねたが、彼は微笑むとアミーリアの手を取り、「こっち」とだけ囁いて歩き始めてしまう。

　当然、手を握られているアミーリアはそれに引っ張られるようにして歩き始めた。

　しばらく進むと、また大きなホールに出る。円形のホールはその壁面にそって硝子ケースがいくつも置かれ、その中にはいくつか用途のわからない、謎の物体が展示されていた。

　エドワードに手を引かれるままに歩きながら横目でちらちらと見ていくと、それが昔使われていた時計であることが書かれたプレートが置かれているのが目に入る。

　――時計……？

　何かが頭の中でひっかかったが、それが形になる前にエドワードに声をかけられた。

「アミーリア、ここから階段だから、注意して」

「え？　ええ……」

　ホールの端には、階上へとあがる階段が半円を描くように設置されていた。見上げた途端、そこからすうっと冷たい風が吹いてきて、思わず身を震わせる。

「どうした？」

「ううん、なんでもないわ……上ればいいのよね？」

「ああ」

　寒いのは寒いが、我慢できないほどではない。それに、この先に何があるのかは気になる。

　エドワードの言葉に首を振り、アミーリアは階段を上り始めた。上にあがるにつれ、空気が段々冷たくなっていく。

　階段は少し急だ。転げ落ちないように注意し、ゆっくりと上ると、ようやく平らな場所に出る。それと同時にひゅうっと冷たい風が吹いてきて、アミーリアは巻いていたストールを押さえると、小さく首を竦めた。

　見まわすと、周囲には壁がない。どうやら、先ほどのホールの上は屋上になっていたようだ。

「なに、ここ……」

「ほら、アミーリア。上を見て」

　彼の言葉に促され、アミーリアは空を見上げた。濃紺の夜空には月がぽっかりと浮かび、星が瞬いているのがくっきりと見える。

「まあ……！」

　周囲が暗いせいか、余計に星々の煌めきがはっきりと浮かび上がる。

　――なんだか、ロマンチックね……。

　まあ、一緒に来ているのがエドワードというのは少しもロマンチックではないけれど。けれど、星空に罪はない。

　思わずうっとりと見上げていると、再びエドワードが「アミーリア」と彼女を呼んだ。振り返ると、彼が何か大きな器具の前で手招きしている。

「もう、さっきから……何よ」

「これ、これをきみに見せたかったんだ。最新式の天体望遠鏡だ。もっと星を近くに見ることができる」

「星を……？」

　アミーリアは天体望遠鏡と言われたその装置をまじまじと見つめた。

　なるほど、言われてみれば観劇で使用する単眼鏡を大きくしたような形をしていて、先にはレンズがはめ込まれている。

　この大きさなら、相当遠くまで見えるだろう。

　好奇心に駆られ、アミーリアはゆっくりと手を伸ばしてそれに触れた。

「覗いてみてもいいの？」

「ああ、もちろん」

　さあ、と背中を軽く押され、アミーリアは天体望遠鏡の前に立った。少し屈んで覗き込むと、驚くほど近くに星の姿を見ることができる。

　ひゃっと小さく悲鳴のような声をあげたアミーリアがおかしいのか、エドワードがははっと大きな笑い声をあげた。

「もう、笑わないで……すごく近くに見えたのよ。びっくりしちゃった」

「きみを笑ったわけじゃない。僕も最初は似たような反応をしたなと思ってさ」

「あなたも？」

　なにごとにも動じなさそうな顔をしているくせに、と思ってまじまじと彼の顔を見つめると、エドワードは軽く手を振りながら「やめてくれ」と顔を背けた。






「それにしても、あなた天文に興味があったのね」

「天文というか……まあそっちは副産物みたいなもので、どちらかといえば気象学かな」

　気象学というのは、空の雲の様子や気温から、この先の天候を予測したりする学問だ。その一環として夜空の星、月の見え方なども観察し、参考にしていたらしい。

　屋上のベンチに腰を落ち着け、アミーリアはエドワードがつらつらとそんな話をするのを聞いていた。

　準備の良いことに、彼は布で幾重にも包んだ水筒に熱いお茶をいれて持ってきており、アミーリアに渡してくれる。少しばかりぬるくなってしまってはいるものの、冷えた身体にはありがたく、それを両手で挟むようにして持つと、ゆっくりと口をつけた。

　じわり、と暖かな温度が身体の中に広がって、ほっと息を吐く。一息ついたアミーリアは、もう一度空を見上げ、星の瞬きを見つめた。

「……で、この先の天候を予測できれば……から」

　隣では、エドワードがまだ何か話し続けている。そういう風に、知識をひけらかすのは彼の悪い癖だと思う。

　アミーリアは内心で小さなため息を漏らした。

　――せっかく、こんなにロマンチックな星空の下にいるって言うのに。

　話題の選択センスが最悪だ。あまり興味も持てず、ぼうっと聞き流しているうちに、再び身体が冷えてくる。

　ぶるりと震えた瞬間、突然エドワードは改まったようにアミーリアへと向き直り、言葉を続けた。

「だから、アミーリア」

「え、な……なに？」

　ぼんやりと空を見つめていたアミーリアは、その声ではっと我に返った。半分くらい話を聞いていなかったことを咎められるかと思ったが、彼は上着の内ポケットに手を入れると、そこから小さな箱を取り出した。

「手に入れてきた、これを」

　すっと差し出され、何だろうと疑問に思いながらそれを受け取る。手のひらに載るくらいの、小さな箱だ。

　――何の話だったかしら……？

　なんだか頭がぼんやりする。箱の中身を予想することも、深く考えることもできず、アミーリアはそれをじっと見つめた。

「……なに？」

「まあ、開けてみろ」

　エドワードに促され、そっと箱の端に手をかける。が、思ったよりも手がかじかんでいるのか、なかなか開けることができない。

　じっと自分の反応を伺っている彼の視線も気になって、だんだん焦りが生じてくる。

　――ああ、もう……っ！

　息が苦しくなってきて、アミーリアは大きく息を吸い込んだ。その拍子に、箱のふたがかぽっと開いた。ゆっくりと持ち上げると、そこにはシルクに包まれた何かが入っている。

　箱を膝の上に置き、布地を開いていくと――そこから姿を現したのは、透き通るような藍緑色をした、小さな石だった。

　一瞬その正体を掴み損ね、アミーリアは再び首を傾げる。だが、しばらくしてそれが何であるかに思い至り、息を呑んだ。

「え、エドワード、あなた……」

　驚きに言葉がそれ以上出てこない。そう、これは間違いなく、アミーリアが彼に持ってくるように告げたネオン・マリンストーンだろう。

　――うそでしょ……。

　頭がくらくらする。軽く頭を振ると、アミーリアは目を閉じた。そのまぶたの向こうで、エドワードが何かぼそぼそ言っている。

「まあ、かなり小さいものだし、グレードも……」

　もしも――もしも彼がネオン・マリンストーンを手に入れてきたら、という可能性を考えなかったわけではない。その時には、きっとものすごく得意げに、そしてこちらを嘲あざけるような態度を取るに違いないと勝手に信じていた。

　だが、現実には、彼の声はどこか弱々しい。それに、なんだか少し怯えているようにも聞こえる。

　ゆっくりと目を開け、アミーリアは彼へ視線を向けた。

　そこには、いつものような自信ありげな青年の顔はない。少し伏せた瞳はこちらを見ておらず、一瞬捨てられた子犬の幻覚が重なって見えるほど、意気消沈して見えた。

　――不安、なの……？

　アミーリアは手元のネオン・マリンストーンに視線を戻すと、心の中で呟いた。

　こんな小さな石でも、手に入れるのは相当大変なはずだ。その希少性もさることながら、値段だってそれに比例して高価なものなのだから。

　おそらく、無理をして手に入れたのだろう。

　だが、そう考えるとどうしても疑問を抱いてしまう。

　――どうして、そこまでするの……？

　確かに、子爵家の次男である彼が爵位を得るには、婿入りというのは早くて確実な手段だ。けれど、果たしてここまでするほどの理由になり得るだろうか。

　――どうして……？

　何度自問を繰り返しても、彼の心の内などわかるはずもない。けれど、以前浮かんだ考えが頭の中を占領して離れてくれない。

　――もしかしてあなた、私のこと……？

　もし、そうだとするなら。

　意を決して口を開こうと顔を上げた瞬間、視界がぐにゃりと歪んだ。

　あ、と小さな声が唇からこぼれ落ちる。身体がぐらりと傾く感覚がアミーリアを襲い、そのまま意識が遠のいていく。

「……い、アミー……」

　慌てたようなエドワードの声が、遠くに聞こえる。ぎゅっと手に握り締めた何かの感覚を最後に、アミーリアの意識は急激に暗闇の中に落ちていった。
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「もうすっかり熱は下がりましたね……。お嬢さま、何か食べられそうなもの、お持ちいたしますね」

「……ありがとう」

　寝台の上で身体を起こし、アミーリアは侍女の言葉に頷いた。あまり食欲はないのだけれど、食べなければ回復しないということは自身の過去の経験から知っている。

　部屋を出て行く彼女の後ろ姿が扉の向こうに消えると、はあっと大きなため息が唇から溢れた。ぱたん、と音を立てて枕に沈み込むと、アミーリアは天蓋を眺めて独りごちる。

「……今日も、来るのかしら」

　誰が、と言われればもちろんエドワードだ。

　あの天文台へと連れて行ってもらった日、アミーリアは防寒が不十分だったために体調を崩し、熱を出して倒れてしまった。そういった経験は子どもの頃にして以来で、身体が丈夫になってきてからはほとんどない。

　そのため自分でも、調子が悪いことに気付くのが遅れてしまったようだ。

　また、最近はずっと結婚式や社交界デビューの準備に奔走し、疲れが溜まっていたことも体調不良の一因だったと思われる。

　だが、アミーリアを天文台へと連れて行ったエドワードは、彼女の体調不良の責任は自分にあると主張し、あれから毎日のように見舞いにやってくるのだ。

　彼から「大事を取るように」としつこく念を押されたこともあり、アミーリアは今日で丸五日も寝台の住人になっている。

　――疲れが出ただけだって言ってるのに……。

　なんだか妙に過保護だ。それがなんだかくすぐったい。

　――私のこと、本当に心配してくれてる、のよね……。

　もしかするともしかして、自分の考えが確かならば――彼はアミーリアのことを、特別に思ってくれている、のだろうか。

　どきり、と心臓が大きく音を立て、忙しく鼓動を刻み始める。このことについて考え始めると、いつもこうだ。

　――い、いやいや……まさか……でも……。

　ううっと呻きながらごろりと寝返りを打ち、顔を枕に埋める。意識しだしてしまってからは、それを考えるたびに堂々巡りだ。

　けれど、本人に直接確かめることなどできるわけがない。

　さすがに勘違いだった場合恥ずかしすぎるし、彼が万が一本当に自分のことを好きだとしても――。

　アミーリアは枕に埋めていた顔を上げると、小さく息を吐き出した。

　――あの頃、あんなに意地悪だったエドワードが……今はそうじゃないとは限らないじゃない……。

　でも、だって、でも。考えがまとまらず、答えは出ない。

　うう、と呻きながら頭を枕に擦りつける。

　――熱、ぶり返しちゃいそう……。

　再びごろりと寝返りを打つと、アミーリアは枕を抱きしめて仰向けになった。乱れて顔にかかった金の髪を払いのけると、もう一度ゆっくり目を閉じる。

　しばらくすると、扉を小さくノックする音が聞こえてきた。侍女が戻ってきたのだろうと思い、「はぁい」と間延びした答えを返す。

　すると扉の開く音がして、カツンと硬い靴の音が聞こえた。え、と思った瞬間、少し抑え気味の、低い声が鼓膜を揺らす。

「アミーリア、具合はどうだ」

「え、エドワード……!?」

　慌てて起き上がろうとすると、エドワードはそれを制し、そばにあった椅子に腰を下ろした。そうして寝転んだままのアミーリアの顔を覗き込むと、小さく頷く。

「顔色は良さそうだな」

「……もう熱もないわよ」

　先ほどまで、彼の気持ちについて考えていたせいだろうか。妙に視線が優しく感じる。

　本当にそうなのか、それとも期待感が見せる幻覚なのか――わからないから本当に困ってしまう。

　小さく息を吐き出すと同時に、再びノックの音がして、今度は侍女が粥の入った皿を持って現れた。

　エドワードがいることを知らなかったのか、入室してきた侍女はかすかに困惑したようだった。戸惑い気味に――恐る恐る口を開く。

「あ、失礼いたしました……お嬢さま、どうしますか？　お食事は……」

「ああ、僕がやろう。きみは下がっていていいよ」

　状況を察したのだろう。エドワードはそう言うと、すっと侍女の手から皿の載った盆を受け取った。

　そのままくるりとこちらを振り返ると、寝台の傍にあるサイドテーブルの上に盆を置く。

「起き上がれるか？　手を貸そうか」

　スプーンを構えたエドワードがそう聞いてくるのに、アミーリアは若干食い気味に答えた。

「だ、大丈夫よ……！」

　というか、もう解熱して二日目なのだ。彼の手を借りなくても起き上がれるし、食事だって問題ない。

　そう主張すると、エドワードは若干残念そうに「そうか」と呟き、アミーリアにスプーンを渡した。

　そのままこちらをじっと見つめてくるので、今度は食べづらいことこの上ない。

「そんなにじっと見ないでもらえる？」

「あ……ああ、悪い」

　アミーリアがじろりと睨むと、彼は今気付いたとでも言うように視線を逸らした。そのまま見るともなしに部屋の中を見まわしていたが、手持ち無沙汰なのだろう。

　立ち上がると本棚の前に立ち、本の背表紙を見つめている。

　しばらくの間、部屋にはカチャカチャいう食器の音と、彼が時折立てる足音だけが響いていた。

「……お待たせ。ごめんなさいね、みっともないところを見せて」

「いや、食事は摂らないと……快復しないからな。食欲が戻っているようで安心した」

　アミーリアの言葉で振り返ったエドワードは、ふと何かに気付いたように視線を止めた。その先を追ったアミーリアは、あ、と小さな声をあげ、口元を押さえる。

　ひやり、と背筋に氷のように冷たいものが走り抜けた――そんな気がした。

　彼が目をとめたのは、アミーリア愛用の物書きデスクの上に置かれた、小さな青い箱。それが何なのか、用意した当人である彼が気付かないわけがない。

　あの天文台でエドワードから渡された、ネオン・マリンストーンの入った箱である。

「っ、あ……」

「これ……」

　エドワードはカツカツと足音を立ててデスクに近づくと、その箱を手に取った。ゆっくり箱のふたを外すと、シルクの布を避け、中身を確認する。

「ちゃんと持っていてくれたんだな」

「え、ええ……」

　少しだけホッとしたような声音なのは、おそらくアミーリアの手元にネオン・マリンストーンがあることを確認できたからだ。

　――高価な品ですものね……。

　それに、彼にとっては自分を認めさせるための材料でもある。なくされては困ると思っていたのだろう。

　――毎日来ていたのは、あれの所在を確かめるためだった……？

　ふと心に浮かんだ疑念を肯定するかのように、エドワードはネオン・マリンストーンの箱を手にするとくるりとこちらを振り返った。そのままゆっくり近づいてくる足音が、死刑の宣告のように聞こえる。

　ぎゅっと拳を握り締め、身体を強張らせたアミーリアの側まで来ると、彼は再び側の椅子に腰を下ろした。

　きっと、この次に来るのは彼の勝利宣言だ。そう思うと、緊張で喉の奥がひりひりする。

　だが、彼の口から出てきたのは意外な言葉だった。

「今回は――痛み分けだな」

「え……？」

　思ってもみない言葉に、アミーリアは目を瞬かせた。どういう事なのか理解できないが、声音からして彼が自分をからかっているようにも、ましてや冗談を言っているようにも思えない。

「どういう……意味……？」

　訝しげに問いかけると、エドワードは苦笑を浮かべ、手にしていた箱をアミーリアに押しつけた。

「……僕は確かにきみの望みを叶えた。だが、それに浮かれ上がってきみの体調を崩させてしまった。こんなザマで、僕の有能さをきみに認めてほしいなんてどうして言える？」

　そこまで言うと、彼はふう、とため息をついて立ち上がった。そうすると、光の加減で彼の表情がよく見えなくなる。

　目を細めて見上げた先で、薄い唇が開くのだけがわかった。

「お互い、次で最後にしないか」

「次……？」

　ああ、とエドワードが頷く。その言葉の意味を考えて、アミーリアは小さく息を呑んだ。

　つまり、彼は「次の課題で決着を付けよう」と提案してきたのだ。

「次の課題を僕がクリアしたら、その時こそきみに認めてもらおうじゃないか」

「……いいわ」

　どちらにしろ、もう時間はそれほど残されていない。あと二ヶ月もすれば、社交シーズンが始まってしまう。

　それまでに決着をつけなければ。

　――けど、何を……。

　正直なところ、今回のネオン・マリンストーンが最大の難物だったはずだ。それを上回るものなど、そうそう思いつくものではない。

　考え込んだアミーリアの脳裏に、ぱっと思い浮かんだのは、友人であるケイトとその婚約者であるルーカス王子の姿だった。

　ひたすら甘く、優しくケイトに接するルーカスの姿は、アミーリアにとって憧れめいた理想の王子様だ。だが、エドワードにはきっとあんな行動は無理なはず。

　にんまりと口元に弧を描くと、アミーリアは彼の顔を見上げた。

「これから一ヶ月、理想の恋人として振る舞って」

「……は？」

　さすがに予想していなかったのだろう。エドワードが間抜けな声をあげる。

「これから一ヶ月、私の理想の恋人らしく振る舞うことができたら、今度こそあなたを認めてもいいと言ったのよ。なんでもできるんですものね？」

　勝った。面食らったような彼の表情を見て、アミーリアはそう確信する。

　――私と結婚したいなら、まず私をその気にさせてみせなさいよ。ま、勉強ばかりしていたあなたには無理でしょうけども。

　ふんと鼻で笑うと、アミーリアはにっこり微笑んだ。






　――そう、思っていたのだけれど。

　アミーリアは隣に座るエドワードの横顔にちらりと視線を走らせ、小さく息を吐いた。その気配を察知したのか、彼が隣から「どうした？」と顔を覗き込んでくる。

　至近距離で視線が合って、アミーリアは慌てて首を横に振った。

「な、なんでもないわ……」

「そうか？　ならいいが……寒くないか？　膝掛けをもう一枚どうだ」

「だ、大丈夫……」

　甲斐甲斐しく世話を焼かれ、嬉しいと言うより戸惑いの方がまだ大きい。

　――どうしてこうなっちゃったのかしら……？

　アミーリアは心の中でひっそりとそう呟くと、小さく肩をすくめた。

　あれから五日。身体をゆっくりと休められたこともあり、すっかり元気になったアミーリアは、エドワードと共にピクニックに来ていた。

　結婚式や社交シーズンの準備が少し遅れ気味なこともあり、最初アミーリアは難色を示したのだが、あまり根を詰めすぎないようにと彼が誘ってくれたのだ。

「ほら、冷めないうちに飲んでくれ」

「ええ……」

　かわいらしい、白地に薄紅色のラインが入ったティーカップを渡され、曖昧に頷く。目の前には、バスケットいっぱいの焼き菓子。そこにはクリームがたっぷりと添えられ、色とりどりの砂糖細工が周囲を彩っている。

　エドワードが用意したとは思えないほどかわいらしいティータイムの準備に、アミーリアは嬉しい反面、なんだかむず痒くて仕方がなかった。

　そもそも、今日は彼に会ったときから調子を狂わされっぱなしだ。






　彼がブレイディ邸までアミーリアを迎えに来たのは、午後にさしかかった頃。お茶の時間を外で過ごそうという約束をしていたので、早くもなく遅くもない――予定どおりの時間である。

　――ま、もともと時間には正確な方だったものね。

　問題はそこではない。迎えに来たときの、彼の態度だ。

　玄関ホールで佇んでいた彼は、アミーリアの姿を見た途端にこりと微笑んだ。かと思えば近くまで歩み寄り、恭しく手を差し出してくる。

「さ、どうぞ」

「え、ええ……？」

　エスコートしてくれるのだと思い、彼の手に指先を預けたアミーリアは、次の瞬間驚きに目を見張った。

　あろうことか、彼はアミーリアの指先をすっと持ち上げると、そこに口付けを落としたのだ。

　びっくりして手を引き抜こうとすると、思わぬ力でそれを阻止される。

「なっ、なにすんのよ……っ」

「きみが言ったんだろう、恋人のように振る舞えと」

　慌てふためいたアミーリアが抗議すると、エドワードはしれっとそう言い、にっこりと微笑んだのだ。






　――もう、あの時からペースに呑まれっぱなしなのよね……。

　アミーリアは小さくため息をつくと、カップに口をつけた。つん、とした香が鼻孔を擽くすぐり、舌先にぴりりとした感触が走る。

　おそらく、身体を温めるためのジンジャー・ティーなのだろう。どうやら、よほど彼はアミーリアに風邪をひかせたことに責任を感じているらしい。

　――そういえば、馬車の中も防寒具でいっぱいだったわね……。






　今回も、迎えに来た彼が乗ってきたのは二人乗りの箱馬車だ。四人乗りのものよりも狭い車内に乗り込むと、そこには大量の防寒具が積まれている。

　そういう真面目なところは、昔から変わっていない――と思ったのもつかの間。

　席に座った彼は、二人の間に隙間を作ることなくぴったりと寄り添ってくる。

「こ、これも恋人の距離、ってこと……？」

「ああ」

　こちらの問いに言葉少なに答えると、エドワードはすっと手を伸ばし、アミーリアの髪に触れた。ひと束手に取ると、それをゆっくりと梳いていく。

　その感触が、どうにもむず痒い。けれど、嫌悪感はない。それどころか――。

　――髪に感覚なんかない、はずなのに……。

　髪の間を通っていく、指の感触がわかるような気がする。それがなんだか心地よささえ連れてくる。

　思わず彼の手に頭をあずけそうになって、アミーリアははっと我に返った。

　――な、なにしてるの私……。

　かあっと耳が熱くなる感覚がして、アミーリアは俯くと、ちらりとエドワードの方へ視線を走らせた。

　――不審に思われては、いないわよね……？

　心配していたが、彼の視線はアミーリアの淡い金の髪に向けられていて、こちらの様子には気付いていないようだった。

　けれど、その瞳がどうしてか――妙に優しげに見える。

　それに気付いて、どくん、とアミーリアの心臓が大きく跳ねた。

　――なんなの、その目……。

　ぱっと彼から顔を背け、ぎゅっと拳を握り締めた。心臓の音はもううるさいほどに大きく速く聞こえている。耳が熱くてたまらない。

　世の恋人同士というのは、こんな触れ合いを常にしていて心臓の病気になったりしないのだろうか。

　――だって、本当の恋人同士って……お互いに好意を持っている相手なんだものね……？

　自分だったら、耐えられないかもしれない。なにしろ、今、自分が毛嫌いしているはずの婚約者にされてもこれほど心臓が騒がしくなるのだ。

「アミーリア？」

　ああ、どうしてだろう。名前を呼ぶその声さえも、甘く感じられる。まるで自分がおかしくなってしまったかのようだ。






　――そう、そんな感じで、ペースを狂わされっぱなしで……！

　アミーリアは手を伸ばすと、バスケットに詰められた焼き菓子を手に取ろうとした。だがそれよりも先に長い腕が伸び、焼き菓子をつまみ上げる。

　あ、と思わずそれを視線で追うと、背後から忍び笑いが漏れてくるのが聞こえた。

「ちょっと」

「ほら……口開けて」

「ふ、んっ……!?」

　あーん、と囁かれて思わず口を開けてしまう。そこへ焼き菓子を突っ込まれ、アミーリアは目を白黒させた。

　反射的に歯を立てると、さくりと軽い音がして焼き菓子が崩れる。くすりと笑ったエドワードは、どこか満足げだ。

　もごもごと口の中のものを咀嚼して飲み込むと、アミーリアは唇を尖らせた。

「もう……何するのよ！」

「いいじゃないか、恋人らしく振る舞えと言ったのは誰だった？」

　ふふん、と得意げにそう言われると反論できない。ぐっと言葉に詰まると、エドワードはにやりと口元を歪め、もう一度焼き菓子を口に近づけてくる。

　――もう、なんなのよ……！

　こんなはずではなかった。自分はもっとスマートに対応できると思っていたし、全くなびかない自分の態度に苦戦する彼を見て、溜飲を下げるつもりだったのに。

　やけくそ気味に焼き菓子に齧り付き、アミーリアはもぐもぐと口を動かした。その様子を、目を細めて見ていたエドワードが、なにかを思いついたようにぽんと手を叩く。

「そうだ……アミーリア、ちょっとこっちに」

「え？　ええ……って、ちょ、ちょっと……!?」

　焼き菓子を食べ終えたアミーリアは、彼の頼みで少しだけ身体を横にずらす。なんだろう、と思ったその時、彼はごろりと横になるとアミーリアの膝に頭を載せた。いわゆる膝枕、というスタイルである。

　驚いて思わず大きな声を出すと、ぷっとエドワードが噴き出した。

「いいだろ、役得だ」

「はあ？　な、なにがよ……」

　抗議したが、そのまま彼が気持ちよさそうに目を閉じるから、言葉も尻すぼみになってしまう。その表情に毒気も抜かれ、アミーリアは一つ肩をすくめると空を見上げた。

　春の日差しが暖かく降り注ぐ、良い天気だ。

　――そんなことも、気づかなかったわね……。

　さあっと風が吹き抜けていくが、それすらもほんのり暖かい。その風で、エドワードの髪が少し乱れ、額が露わになる。

　普段は前髪で隠れているから気付かなかったが、良い形の額だ。

　そっと指で撫でると、彼はむず痒そうに眉をひそめた。

　――仕返しよ、これは。

　どうも朝から調子を狂わされっぱなしだ。いったいどこでこんな振る舞いを覚えてきたのかは知らないが。

　――理想の恋人、か……。

　そこまではいかないが、及第点はあげてもいいのかもしれない。

　なんとなく頭をそんな考えがよぎり――アミーリアは慌てて首を横に振った。

















第八話












　はあ、と大きなため息を漏らし、アミーリアは机の上に積まれた紙の束を見やった。これはアミーリアとエドワード、二人の結婚式の招待状だ。

　社交シーズンが始まるまでに準備をしておかないと、作業が間に合わなくなってしまう。そう心配した母が半分ほど準備してくれたものだ。

　渡されたときには、また長々とお小言を言われることを覚悟していたのだが、母は「まあ、今が１番楽しいときですものね」と訳知り顔で言うと、にこやかに去って行った。

　取り残されたアミーリアは拍子抜けしたものだ。

　――なによ、今が１番楽しいって……。

　楽しいどころか、絶賛困惑中だ。その元凶の姿を思い浮かべ、アミーリアはふらふらと寝台へ近づくと、ぽすんと音を立てて倒れ込んだ。

「もう……何なの、あいつ……」

　力なくそう呟くと、手近にあった枕に手を伸ばし、それをぎゅっと抱え込む。

　あれから何度か出かけたが、その全てにおいてエドワードはほぼ完璧なまでに恋人らしく振る舞っている。それこそ、彼は本当にアミーリアに恋をしているのではないかと思うほどだ。

　――なーんて、ね……。

　枕を手放してころりと寝返りを打つと、アミーリアは重苦しいため息をついた。

　よく考えなくてもわかる。彼が自分のことを好きである可能性などない。

　――だって、考えてもみなさいよ……。

　この六年間、彼とは全くの音信不通。その前はお互いにいがみ合っていたし、再会してからのアミーリアはエドワードに婚約解消を申し出た挙げ句に無理難題をふっかけるような女だ。

　どこにも好かれそうな要素などないのである。

　――それでも、もしかしたらと思う時もあったけれど、ね……。

　今にして思えば、それも全くの自意識過剰であった。

　彼が恋する相手にはどんな風に接するのか、それを今盛大に見せつけられているのだから間違いない。

　そう――だから。

　再び重苦しいため息が唇から溢れ、アミーリアは心の中で呟いた。

　――結局、彼も私と同じ……被害者ではあるのよね。

　確かに彼には得るものがあるかも知れない。けれど、そのために結婚を強いられているという意味ではアミーリアと同じ立場だ。

　そう思うと、なんだか彼に申し訳ない気分になってくる。

「少しくらい……労ってもいい……わよね……」

　重苦しい気持ちを振り払うように、一度大きく深呼吸すると、アミーリアはがばりと起き上がった。クローゼットの前まで歩いて行き帽子と日傘を取り出すと、手早く外出の準備を整える。

　三日後には、またエドワードと会う約束だ。その日は以前彼に手に入れて貰ったウォリナ劇団の初日公演が行われるため、共に行くことになっているのだ。

　そこで、アミーリアは彼に何か贈り物をしようと考えた。

　――まあ、少し、気分転換もしたいし……？

　そう自分に言い訳をし、アミーリアは街に買い物に出ることにした。部屋から出て侍女にそう伝えると、彼女はすぐに段取りを整え、玄関先に馬車を回してくれる。

「……エドワードに、何かプレゼントしようと思っているの。だから……そうね、あまり高価なものじゃなくて、気軽な……文具なんかいいかもしれないわ」

「でしたら、アクトン商会がよろしいかと」

　共に馬車に乗り込んだ侍女にそう勧められ、アミーリアはアクトン商会へと向かうことにした。輸入品を多く取り扱う商会で、アミーリアも何度か訪れたことがある。

　確かにあそこならば、良いものがありそうだ。

　だが、しばらく馬車を走らせているうちに、混雑に巻き込まれてしまった。

「なにかしら」

「ああ……そういえば、そろそろ社交シーズンですから。ここがかき入れ時とばかりに、商人達も催事を催して……それにしても、これでは先へ進めませんね」

　馬車の窓から外を見れば、この先の広場で何かが行われているらしく、すごい人出だ。

　――どうしようかしら。

　アクトン商会までは、それほど遠くはない。降りて歩いて行ってもいいが、この混雑ぶりでは時間がかかるかもしれない。

　ううん、と悩みながら辺りを見まわすと、視界の端を知っている横顔が過ったような気がした。

　――え……？

　よくよく目を凝らして探してみれば、確かに広場に向かう道の端に彼の姿を発見する。すらりと背の高い、黒髪の美貌の青年――見間違いようもない、エドワードだ。

　こんなところで何をしているのだろう。思わず身を乗り出した時、彼が一人ではないことに気付いた。

　身長は、彼の肩よりだいぶ低い。濃い茶色の豊かな巻き毛をした女性だ。かわいらしい薄紅色の帽子を頭に乗せている。

　――誰……？

　どくん、と心臓が嫌な音を立てる。二人から目を離せずにじっと見つめていると、人混みに背中を押されたのか、女性の身体がぐらりと揺れた。あ、と小さく声を出した瞬間、隣にいたエドワードが彼女の肩を抱き、引き寄せる。

　女性が転ばずに済んだことに思わずほっと息を吐いたアミーリアの視界に、エドワードの表情がはっきりと映る。

　それは、彼がアミーリアといるときに見せる表情とはあまりにも違っていた。自然で、屈託のない――言うなれば、ごく親しい人間に向けるような、そんな表情だ。

　対する女性も、エドワードに向かって楽しげな表情を見せていて――。

　――あ……。

　思わず口元を押さえ、彼らから視線を逸らす。背中にじっとりと冷や汗が流れ、指先が冷たく感じられた。

　震える手を握りしめ、アミーリアは俯くと唇を噛みしめる。

　――私、どうして……。

　これほどまでにショックを受けているのだろう。握り締めた手にぎゅっと力を込め、脳裏に浮かんだその答えに首を振る。

　だが、認めざるを得ない。

　――私、彼の事……好きになってしまっていたんだ……。

　だからこそ、彼が自分を好きになる要素がないことが、切なかった。

　だからこそ――彼がこうして他の女性と親しげに歩いている姿に、ショックを受けた。

「お嬢さま？　どうかなさいましたか？」

　アミーリアの様子がおかしいことに気付いたのか、心配そうに侍女が声をかけてくる。それにぎこちない笑みを返しながら、アミーリアはか細い声で告げた。

「大丈夫よ……でも、今日は帰りましょう。馬車を戻して頂戴」

「かしこまりました」

　侍女は物言いたげではあったが、主がそう言うのであれば追及できないのだろう。御者に声をかけると、馬車がゆっくりと動き始める。

　アミーリアはぎゅっと目を閉じると、その揺れに身を任せた。






　――楽しみにしていたのに……。

　いくらアミーリアが願っていても、時間が過ぎ去るのを止めることはできない。長いようで短い二日間があっという間に過ぎ去り、三日目の今日はエドワードと観劇に出かけていた。

　しかし、あれほど楽しみにしていた劇団の公演だというのに、アミーリアは朝から気乗りがせず、ため息をついてばかりだ。

　それが気になるのだろう。エドワードは心なしか眉を寄せ、不審げな口調で問いかけてきた。

「どうした、アミーリア？　気分が悪いのか？」

「……ううん、何でもないわ」

　あの日からも、エドワードは相変わらずだ。まるで愛しい人を扱うかのようにアミーリアに触れ、完璧にエスコートしてくれる。

　けれどやはり表情は硬く、決してあの時のような、無防備な顔を見せてくれることはない。

　そのことが、アミーリアの気持ちを落ち込ませる。

　――やっぱり、あの女性ひとのことが好きなのかしら……。

　だったら、彼女と結婚できるように努力すればいいのに。

　そう思うのに、彼が差し出す手を振り払えない。

　どうせ準備は進んでしまっているのだ。このまま結婚してしまえば、彼は自分のものになる。そんな風に考えてしまう自分に嫌気がさして、アミーリアの気分はまた落ち込んだ。

「おい、アミーリア」

　不意にエドワードが肩を掴んだかと思うと、そのままぐっと抱き寄せられる。その力強い腕と、不意に漂った香水の匂いに思わず心臓が大きく跳ねた。

　小さく息を呑むと、彼がこちらの顔を覗き込んでくる。

「ぼうっとするな、それなりに人出があるからな……」

「え、ええ……」

　振り返ると、青年が一人こちらに向かって頭を下げてくる。どうやらアミーリアがぼんやりしている間に、彼にぶつかりそうになっていたらしい。

　アミーリアが同じように軽く頭を下げると、青年はホッとしたように微笑み、立ち去っていった。その後ろ姿を見るとも無しに見送っていると、ふと視界に薄紅色の帽子が映る。

　どきりと心臓が音を立てた。そこにいたのはまさしくあの日、エドワードと共にいた女性だ。

　帽子と同色の、薄紅色のドレスを身に纏ったその女性は、アミーリアとは違って背が低く、肉感的な体つきをしている。

　濃い茶色の髪は綺麗に巻かれていて、ぱっちりとした大きな緑色の瞳が印象的だ。

　――私とは、正反対って感じ……。

　アミーリアは背が高い方だし、健康になったとはいえ痩せ気味で、あまり胸も大きくはない。

　顔立ちもどちらかといえばきつめで、かわいらしいという印象からはほど遠いはずだ。

　――ああ、そうか……。

　おそらく、エドワードの好みはああいうタイプなのだろう。自分と今こうして過ごしているのは、全て伯爵位を得るためでしかない。

　――全く、好かれる要素なんて本当に、ゼロ。

　そう思ったら、なんだか惨めで仕方がない。きゅっと唇を噛みしめたとき、その女性がふと顔を上げ、こちらに――正確には、エドワードの存在に気が付いたようだった。

　くすりと意味深な笑みを浮かべると、彼女はちらりとアミーリアに視線を走らせる。

　ふうん、と弧を描いたその口元が呟いた、ような気がした。

　その瞬間、どろりと黒いものが胸の奥からあふれ出る。ぐっと拳を握り締めると、アミーリアはくるりと踵を返し、早口にエドワードに告げた。

「ごめんなさい――やっぱり私、気分が悪いみたい。帰るわ」

「お、おい……アミーリア!?」

「せっかくだから、あなたは楽しんできて」

　それだけを言うと、アミーリアはエドワードの制止を振り払うようにして足早にその場を後にした。

　しかし、逃げ出したものの――今日も彼の馬車に乗せてきてもらったため、帰る手段がない。だが、ここにはいられない。エドワードが彼女の存在に気付いたかどうかはわからないが、その目の前で恋人の振りをされるのは、アミーリアのなけなしのプライドが許さなかった。

　――歩いて帰るしかないわね。

　さすがに、エドワードの馬車を探して送ってもらうなんて、そんな馬鹿な真似はできない。はあ、とため息をついたアミーリアは、とにかく劇場から外に出ようと出入り口を目指した。

　だが、そこに到達する前に追ってきたエドワードに捕まってしまう。

「おい、待て……！」

「な、なによ」

　強引に腕をひかれ、物陰へと連れ込まれる。こんなところを見られたら、どんな噂が立つかわからないのに、と焦るアミーリアだったが、彼はそんなことは全く気にしていないようだった。

　必死に逃れようとするが、彼の力は強く、手を振り払うことができない。それどころか、軽々と押さえ込まれてしまう。

「なんなの……？」

　どうやら逃げられないようだと悟り、アミーリアは力なくそう呟いた。だが、こちらを見おろしていたエドワードは、その言葉を聞くなり彼女の肩口に顔を埋め、小さなため息を漏らす。

「なあ、アミーリア……僕はいつになったら、合格をもらえるんだ？」

　漏らされた呟きに、アミーリアの頭に血が上った。

「他に……」

　ぎり、と歯を食いしばり、力任せに彼の腕を振り払う。そして、そのままの勢いで彼をどんと突き飛ばすと、アミーリアは口を開いた。

「他に好きな女性がいる人とは結婚できない――不合格よ」

　そう言い放つと、そのまま踵を返して走り出す。幸いなことに、既に上演時間が迫っているようで、ロビーにはほとんど人がいなかった。

　そこを走り抜けるようにして出入り口から飛び出すと、背後を確認する。

　今度は、エドワードの姿はない。どうやら、追ってきてはいないようだ。

　そのことに、胸がちりりと痛む。けれどそれには気付かないふりをして、アミーリアは家に向かって歩き出した。
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　エドワードは呆然と、アミーリアの走り去る後ろ姿を見つめた。

「……好きな女……？」

　それは今、半ばこの手にしていると確信していたのにすり抜けていった少女のことに他ならない。けれど、彼女の口ぶりでは、まるで自分に、他に好きな女がいるかのような言い草だった。

　――何がいけなかったんだ……？

　幼い頃からずっと、アミーリアだけを想い続けてきた。それがようやくこの手の届くところまで来ていたというのに。

　小さくため息をつき、その場に座り込む。セットしていた髪をぐしゃぐしゃとかき回し、エドワードは初めてアミーリアに会った時のことを思い返していた。

　最初に出会ったのは、彼女が六歳の時だ。身体が弱く、静養のために我が家に住むことになったのだと聞かされていた。

「いいか、アミーリアの機嫌を損ねるんじゃないぞ」

　そう自分に言い聞かせたのは、父だった。おそらくその頃から、両親はエドワードをブレイディ家に婿入りさせる算段を立てていたのだろう。

　ウィリアムス子爵家は、もとはさほど裕福な家ではなかった。そのため、後を継ぐ長男はともかく、次男までは面倒を見る余裕がない。

　だが、降ってわいたように本家であるブレイディ家の一人娘と縁ができた。この機会に気に入られて、将来の婿候補の一人くらいになれれば――という狙いがあったのだろう。

　ただ、当の本人であるエドワードは、それを冷めた気持ちで聞いていた。

　なにしろ、本家筋に当たる伯爵家の、たった一人の娘だ。母親が体調を崩したせいで二人目は望めないだろうと言われているというからには、一人っ子としてそうとう甘やかされて育ったはず。

　――きっと、くっそ生意気な女の子なんだろうな。

　そう思って辟易へきえきとしていたエドワードの前に現れたのは、彼の予想を裏切る、かわいらしい女の子だった。

　家族や使用人と引き離され、こんな遠くの土地に来て不安だろうに、それを押し殺すように俯いている。

　――もっと泣きわめいたって、誰も何も言わないのに。

　そう思ったから――エドワードは引き合わされて二人きりにされたとき、あえて彼女に少しだけ意地悪を言ってみたのだ。

「ヒョロガリのチビだな、おまえ」

　いや、もしかすると既にこの時、こちらを見ようともしない彼女の目を、自分に向けさせたいという気持ちが働いていたのかもしれない。そうでなければ、ここまで酷い事は言わなかっただろう。

　だが、そんな風に考えたのは後のことだ。その時は――ただ、彼女のちょっとつり目がちで、気まぐれな猫みたいな青い瞳がこちらをきっと睨みつけてきて、ようやく失敗を悟ったくらいだった。

　怒った彼女に手近にあったクッションで殴られ、その剣幕に驚いたのもつかの間。あっという間に体調を崩した彼女は、それでもエドワードを拒絶しているかのように彼の手を振り払った。

　どうやら、自分の一言が彼女をひどく怒らせたのは間違いない。そう気付いたものの、自分もまだ十歳の子どもだった。どうしていいかわからず、そんな自分に失望してため息が漏れる。

　とにかく、彼女をこのままにはしておけない。誰かを呼んでこなければ。

　幸い、すぐ傍の部屋に母が控えていたお陰で大事には至らなかった。けれどもエドワードは、アミーリアにすっかり敵視されてしまったようだ。

　なにかとこちらに張り合ってくるようになり、どんどん知識を吸収していく。

　こちらの方が年上で、勉強をしている年月だって違うのに。敵うわけなどないのに。けれど彼女のその負けん気の強さに、いつしか惹かれている自分がいた。

　なんとかしてアミーリアの気を引きたい。そう考えるようになった自分が取った手段については、今となっては頭を抱えるしかないのだが、当時はわりと大真面目だったことを幼い自分の名誉のために言っておきたい。

　――彼女の婿候補にと名乗りを上げたのは、自分の意志だった。

　幸いにも、エドワードは優秀な子どもであった。ブレイディ伯爵に自分の頭の良さをアピールし、留学するに当たって後見人になってもらうことにも成功した。

　つまり、実質的な婿候補の地位を手に入れたのである。

　アミーリアに一切接触できなくなったのは痛手だったが、それでも、その地位を確固たるものにすべく勉学に力を入れた。

　特に、経営学や経済学だけでなくブレイディ領をおさめるための知識を得るため、気象学や農学を学んだことが認められ、ブレイディ伯爵から婚約者として指名を受けたのだ。

　だというのに、アミーリアからつれない言葉をかけられてペースを乱され、またしても張り合うことになってしまった。

　けれど――。

　エドワードは顔を上げると、すくっと立ち上がった。

「下げたくない頭を下げて、色々準備してきたんだ……今更逃がすなんてできるかよ」

　そうだ。彼女からの課題をクリアするため、使える伝手は全て使った。それに加え、恥ずかしさを堪えて色々と指南を受けてきたのだ。

　その全てを無駄にするわけにいかない。エドワードは拳を握り締めると、馬車へと向かって歩き出した。
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「やってしまったわ……」

　しばらく歩いているうちに、ようやく頭が冷えてくる。アミーリアはそう呟くと、小さなため息をこぼした。

　――あんなこと言われたって、エドワードだって困るだけじゃないの……。

　頭に血が上ったとはいえ、馬鹿なことを口走ってしまったと思う。

　そもそも、彼との結婚は父が伯爵家のために決めたもの。エドワードは伯爵位が手に入るならば、とその話を受けただけ。

　恋とか愛とか、そんな風に結婚に夢を見ていたのは、アミーリアだけなのだ。

　はあ、と再びため息をこぼし、アミーリアは空を見上げた。すると、出かけるときは青かった空一面に、どんよりと灰色がかった雲が広がり始めている。

　雨の予兆だ。

　――まずいわね……雨が降り出す前に、家まで帰れるかしら。

　無理かもしれない。今日は馬車で出かけることになっていたから、靴も歩くのに適したものではない。それでなくても、距離がそこそこある。

　しまった、とアミーリアは臍をかんだ。

「どこかで、雨宿りを……」

　そう考えたが、おそらくこの雨は一時的なものにはならないだろう。雲の厚さから見ても、夜半過ぎまで降るのは間違いない。

　雨宿りで濡れるのを回避できても、夜までに帰ることは到底できそうにない。

　困ったことになった。まさに踏んだり蹴ったりだ。

　――そもそも、折角手に入れて貰ったチケットを無駄にしちゃって……エドワード、きっと怒っているわね……。

　それなりに苦労して手に入れたものだろうに、悪いことをした。

　その罰が今、当たっているのかもしれない。自嘲気味にアミーリアが笑ったとき、ぽつりと頬を冷たい滴が濡らした。

　そのまま滴はぽたぽたと勢いよく落ち始め、あっという間に本格的な雨が降り始める。アミーリアのドレスにも水滴が落ち、じわりと染みこんでその色を濃くしていった。

「うそ……っ、もう降ってきちゃったの……!?」

　せめていつも持ち歩いている日傘でもあれば、多少は雨をしのげたかもしれない。だが、今日は劇場へ行くのだから必要ないと置いてきてしまった。

　――ああ、もう……。

　仕方がない。もうこのまま濡れながら家に帰るしかない。

　そう思って走り出そうとしたアミーリアは、石畳に躓いてしまい身体がぐらりと傾いだ。

　――い、やっ……！

　悪いことは重なるものだ、とまるで人ごとのような感想が脳裏を過る。バランスを崩したアミーリアは、転ぶことを確信してぎゅっと目を閉じた。だがその時、背後から誰かの力強い手がぐっと彼女の肘を掴む。

　そのままの勢いで引っ張られ、たたらを踏んだところで腰に手が回されてしっかりと支えられる。転ばずに済んだことに、ふうと安堵の息が漏れた。

「ごめんなさい、ありがとう――って、ちょ……」

　危ないところを助けられ、アミーリアはほっとしながら礼を言った。だが、すぐに離してくれるだろうと思った手の主は、アミーリアを抱きしめたまま更にその腕に力を込める。

　戸惑ったアミーリアが背後を振り返ろうとした時、その手の主が大きな声をあげた。

「何をやってるんだ！」

「えっ……」

　驚いたのは、怒られたことにではない。それよりも、その声に聞き覚えがあることに、だ。アミーリアは慌てて首を回し、青年の姿を確認しようとした。

　――どうして、この声……!?

　聞き間違えるはずもない、エドワードの声だ。

「な、なんでここに……」

「は？　おまえを追いかけて来たに……ちっ、いいから、まずはこっちに」

　驚きに目を見張ったアミーリアがそう尋ねると、エドワードは呆れたように口を開いた。聞いたこともないような乱雑な口調に驚くが、そうしている間にも雨の勢いは更に増していってしまう。

　彼はちっと舌打ちをするとアミーリアの頭に自分の上着をばさりと掛け、手を引いて走り出した。

「え、ちょっと……エドワード!?」

「ほら、早く……早く乗れ！」

　被せられた上着の下から前方を確認すると、彼の馬車が少し離れた位置に停まっているのが見える。あそこまで走って馬車に乗れ、という意味だと理解し、アミーリアは慌てて彼に従った。

　ようやく乗り込むと、先ほどよりも更に勢いを増した雨がざあざあと大きな音を立てているのがわかる。

　多少濡れてしまったが、彼の上着のお陰で助かった。礼を言おうと振り向くと、エドワードは髪から水滴が滴り、着ているシャツが透けるほどに濡れてしまっている。

「な、ちょ……っ、ちょっとエドワード、あなたびっしょりじゃないの……！　えっ、タオル……は、ないわね。これで……」

　確か、座席の後ろに膝掛けやら何やらが大量に入っていたはずだ。そこから何枚かを引っ張り出すと、アミーリアは慌ててエドワードの頭を拭き、肩からも身体に掛けてやる。

　だが彼はアミーリアの手を掴み、小さく首を振った。

「僕は良いから……アミーリアは？」

「私は、あなたのお陰で大丈夫よ。ねえ、早くうちに戻りましょう……着替えないと、風邪をひくわ」

　父の着替えで間に合うだろうか。背丈はだいぶ彼の方が高いので、もしかすると窮屈かもしれない。だが、濡れ鼠でいるよりはマシだろう。

　そう思って提案すると、エドワードは少し考えた後「いや」と口を開いた。

「ここからなら、僕の家の方が近い。悪いけど、一緒に来てくれ」






　彼の言うとおり、あれからおおよそ十五分も経った頃には、アミーリア達は街の中心地にほど近い、住宅街の中の一角にいた。

　さすがにブレイディ家の邸よりは少し小さいが、よく手入れの行き届いた邸内は、どこかほっとするような空気が流れている。

「悪いが、着替えてくる。アミーリアは……」

「私はほとんど濡れていないから大丈夫よ」

　そう答えると、エドワードは少し迷ったようだったが、「いや」と呟くとベルを鳴らして侍女を呼んだ。

「アミーリアにも風呂と、それから着替えを」

「かしこまりました」

「ちょ、ちょっと……！」

　抗議しようとしたが、侍女は指示どおりにてきぱきと準備をし、アミーリアを浴室へと放り込む。はあ、とため息を吐いたアミーリアだったが、もうここまできては入らないのもおかしいと思い直し、湯船にそっと足を入れた。

　途端にじわりと染み入るような温かさが伝わってきて、思わずほっと息が漏れる。どうやら、思っていたよりも身体が冷えていた事に気付かされ、アミーリアはゆっくりと湯船に身体を沈めた。

「ふわぁ……」

　思わず口からため息にも似た声がこぼれ落ち、冷えていた指先がじんじんとした感覚を持ち始める。

　しばらくゆっくりと湯船に浸かって身体を温めたアミーリアは、浴室から出ると先ほどの侍女に手伝ってもらい、着替えをする。

　だが、準備されたドレスを見た時、アミーリアはひやりと背筋に氷を落とされたような気分を味わった。

　先ほどまで着ていたドレスではなく、新しいものが用意されていたからだ。

　――これ、誰のものなの……？

　彼の家族のものかと思ったが、ウィリアムス家は二人兄弟だ。姉も妹もいないし、かといってデザインから見て彼の母親のものとも思えない。

　――もしかして、これ……あの彼女の……？

　そうか。彼がわざわざブレイディ家を出て邸を準備したのは、彼女を住まわせるためだったのか。つまり――彼女が彼の本当の恋人なのだ。

　そう思うと、折角温まった身体がどんどん冷えて、冷たくなっていくような心地がする。

「……さっきまで着ていた私のドレスを出して頂戴」

「いえ、あれは……少し湿っておりますし……」

「いいから、早く！」

　アミーリアの剣幕に、ただ事ではないと考えたのだろう。侍女は「かしこまりました」と返事をすると、アミーリアの要望を叶えてくれた。

　彼女の言葉どおりドレスは湿っていて不快だが、さきほどのドレスを着るよりもずっとマシだ。きっとドレスの持ち主も、アミーリアには着られたくないだろう。

　――デリカシーってものがないのかしら、エドワードったら。

　再び胸がムカムカしてくる。今はもう、彼の顔を見たくない。

「……悪いけど、帰らせてほしいの。エドワードには後で謝るから、馬車を用意してもらえないかしら」

　侍女にそう告げると、彼女は一瞬戸惑ったように目を瞬かせた。だが、アミーリアの表情から真剣であることが伝わったのだろう。

　慌てて頷くと、部屋から出て行く。

　ほっと息を吐いた時、部屋の扉が予告なくがちゃりと開いた。

「ああ……もう風呂からでていたのか。きちんと温まったか？」

　ぎくりとして振り返ると、やはり彼も風呂を済ませてきたのだろう。濡れた髪をタオルで拭きながら、着替えを済ませたエドワードがこちらに近づいてくる。

　思わず一歩後退ると、彼は「ん？」と不思議そうな顔をした後、むっと眉根を寄せた。

「着替えを用意しておいただろ、どうしてそんな湿ったやつを……」

　咎めるように言われ、腹が立つ。

　――女心ってやつがわからないのかしら……！

　劇場で彼に投げかけた一言で、彼には自分の気持ちなどとうにばれてしまっているはずだ。

　そんな女に、自分の恋人のドレスを着せようなんて、なんて酷い男なのだろう。

　アミーリアの気持ちも、彼女の気持ちもおかまいなしなのだろうか。

　ぎり、と奥歯を噛みしめ、アミーリアは眉を逆立てながら口を開いた。

「あんなドレス、着られるわけないでしょう……!?」

「どうして……気に入らなかったか？」

　エドワードの面食らったような表情に、アミーリアの怒りが掻き立てられる。だん、と一歩彼に大股で近づくと、その鼻先に指を突きつけてこう叫んだ。

「あなたの恋人のドレスなんて、真っ平だって言ってるの！　彼女だって、私に着られたくなんかないはずだわ」

「は？」

「悪いけど、もう帰らせて……」

　欲しい――そう続けようとしたアミーリアは、エドワードに強く腕を掴まれて息を呑んだ。彼の瞳は怒りのためかぎらぎらと光っており、そこから目が離せなくなる。

　これほどまでに苛烈な感情を彼から向けられたのは初めてで、アミーリアの背筋がぶるりと震えた。

　ごくり、とつばを飲み込む音が耳の奥で大きく聞こえる。

「な、なに、よ……」

　精一杯虚勢を張ろうとしたが、声が掠れてしまう。それが悔しくて、アミーリアは唇を噛んで俯いた。

　その耳に、彼のため息が聞こえてくる。

　――ため息を吐きたいのは、こっちのほうよ……。

　不意に目の奥がツンとしてくる。涙の予兆に、アミーリアは必死に抗った。

　彼の前でだけは泣きたくない。

　だが、そんな彼女の耳に飛び込んできたのは、彼の意外な一言だった。

「悪い……そんな顔をさせたかったわけじゃない」

「……え？」

　どこか弱々しげな声音に驚いて、思わず顔を上げる。先ほどと同じくエドワードはアミーリアをじっと見つめていたが、その表情には先ほどまでのような怒りは既になかった。

　むしろ、どこか悲しげで、まるでまたしても捨てられた仔犬のような、そんな――どうしていいのかわからない、といった様子ですらある。

　あまりの変貌ぶりに戸惑いが隠せない。アミーリアが目を白黒させていると、エドワードはもう一度ため息を吐き、アミーリアの腕から手を離した。

「とにかく……風邪をひく前に着替えてほしい。あれは、他の誰でもなく……きみのために用意させたものだから……」

「え、私の……？」

「ああ」

　エドワードはそう言うと、ソファの背に掛けられたままになっていたドレスを手に取った。それに視線を落としながら、小さく肩をすくめる。

　彼の意外な言葉に、アミーリアもまたドレスへと視線を向けた。

「これが気に入らないなら、まだ他にもある。好きなものを選んでもらって構わない」

「ちょ、ちょっと待って？　どうして……私の？　私のドレスを、どうしてあなたが、どうしてここに……？」

　疑問だらけで、頭の中が大混乱している。アミーリアは首を振ると、立て続けに彼に疑問をぶつけた。

　そもそも、ここはエドワードの家である。アミーリアはここに来るのは初めてだし、こんなアクシデントがなければおそらく来ることもなかっただろう。

　それなのに、どうしてアミーリアのドレスが準備されているのか。全く理解できない。

　だが彼は、少し照れたようにそっぽを向くと――小さな声でこう答えた。

「きみと……結婚したら、ここで生活しようと思って……」

「え？」

　思いもよらない彼の答えに、アミーリアはぽかんと口を開け、まじまじと彼の横顔を見た。

　――結婚したら……ここで……？

　つまり、彼はもう、結婚すること前提で準備を進めていたということだ。アミーリアは目をぱちくりさせ、間抜けな声をあげた。

「え、ええっ……？」

「というか、さっきから僕に好きな女性がいるとか、恋人がどうとか、一体何の話なんだよ。そんなの、いるはずがないだろう？」

　そこまで一気に口にすると、はあ、と大きく息を吐く。その顔つきは真剣で、うそを言っているようには見えない。

　けれど、とアミーリアは首を振った。

「だ、だって……あなた、この間……かわいい女性と仲睦まじげに歩いていたわ。今日だって、その子が劇場にいて……」

「は……？」

　アミーリアの言葉に、エドワードは訝しげに目を細めた。だがすぐに、アミーリアの言う「彼女」に思い至ったのだろう。

　一瞬気まずげな表情を浮かべ、こちらから目を逸らす。その仕草に、アミーリアは自分の考えが正しいと確信した。

　――……ほら、やっぱり……！

　ぎゅっと拳を握り締め、鼻息も荒く彼を睨みつける。だがエドワードは軽く首を振ると「違うんだ」と呟いた。

「……聞いてくれ、彼女は――そういうのじゃなくて、ただの……その、友人の妹なんだ」

「は？」

　誤魔化しだとすれば、これほどあからさまな誤魔化し方もない。呆れたように彼を見やると、アミーリアが全く信じていないことがわかったのだろう。

　エドワードは肩を落とすと、仕方ないとでも言いたげに口を開いた。

「わかった。きちんと説明をしよう。彼女の名前はソフィー。トンプソン男爵の娘で、僕の友人であるドミニクの妹だ。この間一緒にいたのは、そのドミニクを説得するための作戦を練っていたんだ」

「説得……？」

　いったい何の話が始まったのだろう。アミーリアが首を傾げると、エドワードは頷いて話を続けた。

「ソフィーは脚本家でね、あのウォリナ劇団の脚本も、二年ほど前からいくつか手伝っている。評判も良いし、彼女はそれを生業にしたいと希望してるんだが――彼女の兄であるドミニクは、それを快く思っていないんだ」

　それはそうだろう。劇団の脚本家なんて、到底安定した職業とは言えない。貴族の一員ならば、どこかに嫁入りして安定した暮らしを、と考えるのは普通だ。

　だが、それでどうして、エドワードがそこに関わることになるのか。不審に思い眉をひそめると、彼はしぶしぶながらも口を開いた。

「……どうして僕が彼女の味方をするのかと言えば……それは、全部きみとの婚約のためさ。チケットを融通してくれたのもソフィーだし、それに……」

「それに……？」

　そこまで言うと、彼は「しまった」とでも言うように口をつぐんだ。アミーリアが視線で話の続きを促しても、目を逸らし口をつぐんでいる。

　だが、段々視線に耐え切れなくなったのだろう。観念したように目を閉じると、大きなため息を吐いて口を開いた。

「……きみが、理想の恋人として振る舞え、というから……彼女と、それから懇意にしている俳優に、恋人同士というのはどういう振る舞いをするのか、指導してもらって……」

　話しているうちに、段々言葉が尻すぼみになっていく。

「それで、まあ……その見返りに、ドミニクの説得を手伝ってほしいと言われたんだ……」

「そ、そうなの……」

　あまりにも彼が顔を赤くし、恥ずかしそうに話すものだから、なんだかこちらもこそばゆくなってくる。

　――つまり、私のために頑張ってくれてたってことよね……？

　そう思うと気恥ずかしくてたまらない。黙り込んだまま彼をちらりと見ると、エドワードの頬がうっすらと赤くなっているのが見て取れた。

　しばらくの間気まずい沈黙が二人の間に落ち、部屋の中には窓の外の雨の音だけがうっすらと響いている。

　その沈黙に耐えかねたのか、エドワードが口を開いた。

「……本当は、この話はしたくなかった」

「どうして……？」

　ぽつりとこぼされた一言に、思わずそう聞き返す。するとエドワードは拗ねたように唇をとがらせ、一つため息を吐いた。

「きみの前では、僕は完璧な男でいたかったからさ。有能で、なんでもできる――頼れる男でいたかった。そうでなければ、きみに見合わないと思っていたから」

　そこで一旦言葉を切ると、エドワードは熱っぽい眼差しをアミーリアに向け、こちらに向かって一歩踏み出した。

「けど、もう……そんなのどうだっていい。情けない男だと思われようと、こんな誤解できみの手を取るチャンスを逃すのなら、そんな意地は捨ててやる。アミーリア、僕は……どうしてもきみと結婚したかった」

「え、エド……」

　どきんどきんと胸が高鳴る。もしかして、という思いが膨らんで、呼吸をするのさえ苦しい。ごくり、とつばを飲み込み、アミーリアは彼の言葉の続きを待った。

「……僕は、どうしてもきみと結婚したかった。留学して名門校を卒業したのもそのためだったし、きみに認めてもらいたい一心で、課題もきみが出した全てをクリアしようと決めていた。ずっと……ずっと昔から、きみが……好きだったから」

　その言葉に、アミーリアの目から涙が溢れた。ぽろぽろとこぼれ落ちるそれを拭うこともできずにいると、エドワードが慌てたようにハンカチを探し始める。

　だが、動揺しているのかうまく見つけることができず、慌てふためいている。

「ああ、ちょっと待ってくれ……こんな」

　これまでのスマートさがうそのようなその行動に、アミーリアは小さく吹き出した。

　――本来の彼は、こういう感じなのね……。

　なんでもそつなくこなして見えた彼だけれど、そういうところも愛おしく感じられる。

　改めて、アミーリアは彼の事が好きだと実感して微笑んだ。

　ようやくハンカチを探し当てたらしいエドワードが、それで頬を拭ってくれる。その手を掴むと、アミーリアは彼の顔を覗き込んだ。

「私もね……あなたのことが好き。意地悪でも、理想の王子様じゃなくても……どんなあなたでも」

「アミーリア……」

　アミーリアの告白に、エドワードが声を震わせる。その紫色の瞳が少し潤んでいるような気がしてじっと見つめると、それが段々と近づいてきた。

　あ、と思った時には二人の距離はゼロになっている。

　――思ったよりも、柔らかいものなのね……。

　それが、アミーリアにとって初めての口付けの、素直な感想だった。

















第十話












　高く澄んだ青い空。響き渡る鐘の音。

　高い尖塔を備えた白い石造りの教会では、この日アミーリアとエドワードの結婚式が執り行われていた。

「新郎、エドワード・ウィリアムス」

　神父に名を呼ばれ、隣に立っている白い礼服姿のエドワードが姿勢を正す。

　黒髪を後ろに撫でつけ、形の良いおでこを露わにした横顔をこっそりと見つめ、アミーリアは満足げに微笑んだ。

　――やっぱり、前髪を下ろしているより上げている方が素敵ね……。

　もちろん、前髪を下ろしていても彼の美貌は際立っている。けれども、以前にも見た形の良い額を出すスタイルの方が、より彼のストイックな美貌を引き立たせると思う。

　意志の強そうな眉も、アーモンド型をした美しい紫色の瞳も。ステンドグラス越しに陽の光を浴び、どこか神々しささえ感じさせる。

　――外見だけは、本当に理想の王子様ね……。

　いや、きっと――社交界で出会った人のほとんどは、外見だけでなくなにごともそつなくこなす彼の事を、完璧な、理想の男だと思っているに違いない。

　けれどアミーリアは、そんな彼のちょっと情けない一面も知っている。そして、その全てを愛していると、胸を張って言える。

　――本当に、よかった……。

　こうして彼を愛し、また愛されて結婚することができるなんて、最初は思ってもみなかった。

　自分のとんでもない提案も、こうなれば怪我の功名として笑い話にできる。

　――まあ、一歩間違えば取り返しのつかないことになっていたけれど。

　アミーリアは苦笑すると、小さく肩をすくめた。

　そんな事を考えている間にも、式は厳かに進行していく。二人は共に誓いの言葉を述べて宣誓書にサインをすると、お互いに向かい合った。

　いよいよ、誓いの口付けだ。これをもって、二人は正式に婚姻を認められ、夫婦となる。

「では、二人は誓いの口付けを」

　その言葉を合図に、エドワードはアミーリアのヴェールに手をかけた。繊細な白いレースがゆっくりと持ち上げられ、ようやくアミーリアの視界がクリアになる。

　紫色の瞳に見つめられ、心臓がどきりと音を立てた。

　あれから何度か口付けを交わしたことはあるが、改まって向き合うとなんだか緊張してくる。それを悟られぬよう、アミーリアはブーケを握る指先に力を込めた。

　頬に手が添えられ、エドワードがゆっくりと顔を近づける。いつもならばすぐに触れるはずの唇が、この時ばかりは遅く感じられ、アミーリアはぎゅっと瞳を閉じた。

　触れる指先の温度も、衣擦れの音も、近づく吐息も、何もかもが鮮明に感じられる。

　――は、はやく……！

　その祈りが通じたのだろうか。ようやく唇に柔らかな感触が触れ――そしてゆっくりと離れていく。

　なんだかとてつもなく恥ずかしくてたまらない。顔が熱くて火を噴きそうだ。

　だと言うのに、目を開いた先にあるエドワードはいつもどおりの澄ました顔をしていて、それがなんだかちょっと悔しい。

「では、夫婦となった二人に祝福を！」

　神父の朗々たる宣言と共に、列席者達が思い思いに祝いの言葉を浴びせかけてくる。それに笑顔で答えながら、二人はその間をゆっくりと歩き始めた。

　再びパイプオルガンの演奏が始まり、祝福の花びらが通路に撒かれる。それらに見送られ、二人は正面につけられていた馬車に乗り込んだ。

　花で飾られたこの夫婦専用の馬車で家に帰るのが、フローデン王国の結婚式における習わしだ。

　馬車の窓から手を振りながら、夫婦となったばかりの二人は祝福の声に送られてその場を後にした。

　しばらく走って辿り着いた二人の新居は、エドワードが新しく用意したあの邸である。てっきりウィリアムス家のタウンハウスとして用意したのだと思っていたが、そうではなかったらしい。

　結婚したらブレイディ家の邸に住まうのだろうと勝手に思っていたアミーリアは驚いたが、彼に「新婚の間は二人で暮らしたい」と打ち明けられ、了承したのだ。

　ただ、あの日以来招かれることはなく、足を踏み入れてはいなかったのだが――どうやら彼は色々とアミーリアを迎えるための準備をこっそりと進めていたようだ。

　馬車で到着したあと、これから自分のものになるという女主人の部屋に通されたアミーリアは「わあ……」と感嘆の吐息を漏らした。

　上品な薄紅色の壁紙には、小さな花模様が浮き出ている。床には白いラグが敷かれ、その上に置かれたソファは深い赤だ。

　金の縁取りがされたシックなもので、存在感があり、部屋の雰囲気を引き締めている。

　窓は大きくて明るく、近づいて外に視線を向ければ、綺麗に整備された庭が見えた。

「素敵な部屋ね……！」

　喜色を滲ませて呟くと、後からついてきたエドワードが得意げな笑みを浮かべる。

「喜んでもらえて良かったよ。アミーリアの部屋、あんまり見せてもらえなかったから……趣味と違っていたら、どうしようかと思った」

　エドワードはそう言うと、アミーリアの肩を抱き寄せ額に口付ける。こういった触れ合いにまだ慣れないアミーリアは、びくりと身体を竦ませた。

　そんな反応は予想のうちだったのか、エドワードが小さく笑う。

　こういう、理想の恋人めいた行動はもういいと伝えているはずなのだが、彼曰く「自然とやりたくなる」のだそうだ。

　恥ずかしいけれど、そのうち慣れるものだろうか。

　――というか……。

　ふとあることに気が付いて、アミーリアはごくりとつばを飲み込んだ。

　結婚式を終え、新居に来たということは、次に来るのはいわゆる初夜というやつだ。そこでは、今よりももっと恥ずかしいことをする、はずだ。

　意識してしまうと、顔どころか急激に身体まで熱くなってくる。周囲の温度が、急に二、三度上がったような気分だ。

　じわりと汗が額に滲む。

　――き……気付かれてないわよね……？

　ちらりとエドワードの方を見るが、彼は平然とした様子だ。もしかしたら、意識しているのは自分だけなのかもしれない。

　ごくり、ともう一度つばを飲み込んだ時、背後から扉をノックする音が聞こえた。どうやら、夕食の準備が整ったらしい。

「行こうか」

　エドワードに促され、部屋を後にする。しかし、今日はあまり食事ができていないからお腹は空いているはずなのだが、一向に食欲がわいてこない。

　それもこれも、この後のことが気になりすぎるがゆえに。

　――ううっ……緊張するっ……！

　微笑んで頷いたつもりだが、うまくいっているだろうか。背中にじっとりと汗をかいたまま、アミーリアは彼の後について歩き出した。






「き、緊張する……」

　夕食を食べた後は、いよいよ就寝の準備だ。湯浴みを済ませ、寝間着に着替えたアミーリアは、寝室に繋がる扉の前で、大きく深呼吸をした。

　どっくんどっくんと心臓が高鳴り、湯浴みを済ませたばかりだというのに、なんだかじっとりと汗をかいているような気がする。

　――どうしよう……。

　実を言うと、さっきから何回もこの行為を繰り返している。扉のノブに手をかけるところまではいくのだが、すぐに「どうしよう」という考えに頭を支配され、うろうろと部屋を歩き回っているのだ。

　しかし、こうしている間にも彼はもう準備を済ませてこの扉の先で待っているかもしれない。

「ううっ……」

　アミーリアは呻き声をあげると、もう一度ノブに手をかけた。ぎゅっと目を閉じると、覚悟を決め、がちゃりとノブを回す。

　すると、思ったよりも重たい音がして、扉がゆっくりと開いていく。

　覗き込んだ室内はうっすらと暗い。二、三歩中に入って周囲の様子を確認すると、一人がけの椅子が二脚と、小さなテーブル、それから、天蓋付きの大きな寝台が鎮座していた。

　あれが、夫婦の寝台というわけだ。ごくり、とまたつばを飲む、その音が耳の奥でやけに大きく聞こえる。

　ふらふらとそこに近づくと、アミーリアはその端にちょこんと腰掛けた。

　――エドワードは、まだ来ていないみたいね。

　安心したような、拍子抜けしたような。そんな複雑な気分を抱え、小さなため息を漏らすと、アミーリアはぱたりと寝台に倒れ込んだ。仰向けになって天蓋を見上げると、そこには星座が描かれている。星に見立てられているのは、貝殻を磨いたものだろうか。

　淡い光の下でうっすらと光っており、とても綺麗だ。

　――天文台といい、この寝台といい……エドワードって、星が好きなのかしら。

　あの時は確か、気象学を学んできたとかなんとか話していた気がする。そんなことを思い出しながらぼうっとしていると、突然横から声をかけられた。

「おい、まさか寝てるんじゃないだろうな」

「っ、へ!?」

　慌ててがばりと飛び起きると、案外近い場所にエドワードが立っている。どうやら、ぼんやりと考え事をしていたせいで、彼が寝室に入ってきたことも、ここまで近づいていたことにも気付かなかったらしい。

「ね、寝てはいないわ……起きているわよ」

「……ああ」

　どこかぶっきらぼうな調子でそう答えると、エドワードはアミーリアのすぐ隣に腰を下ろした。

　そうすると、うっすらと暗い室内であっても彼の様子が良くわかる。表情は少し硬く、どこか落ち着きがないように見えた。

　もしかしたら彼も、緊張しているのかもしれない。そう思った瞬間、彼の手がアミーリアのものに重ねられた。

　その肌の熱さに、どきりと胸が鳴る。

「え、エド……」

「アミーリア」

　声を発したのは同時だった。だが、正面から見つめてくる彼の眼差しに圧倒され、アミーリアの声は途切れてしまう。

　ぎらぎらと光る紫色の瞳は、まるで獲物を見つけた肉食獣のようだ。その瞳に射竦められ、声を発することもできない。

「……いいか？」

　そう問いかけてくる掠れた声に、きちんと頷けたかどうか。だが、わずかに彼の瞳が細められ、笑ったように見えたから、おそらくきちんと答えられたのだろう。

　途端にがっしりと強い力で捕らえられ、唇を奪われる。食らいつくような口付けに翻弄され、アミーリアがわずかに呻いた。その隙を突くように、彼の舌が口腔内へと侵入し、歯列をなぞる。

「んっ……は、ん……っ」

　ぬるり、と伸びてくる舌に翻弄され、唇から微かに声が漏れる。上顎を擽られ、舌同士を絡ませられると、それだけで身体の奥に何かが生まれ、それがじわじわと広がっていくような感覚がする。

　すっかり翻弄されたアミーリアは、彼のなすがままだ。

　――ん、これっ……なんか変な気分になる……っ！

　口の端から飲み込みきれない唾液がこぼれ、アミーリアの寝間着を汚す。その上を撫でるようにして彼の指が身体の上を這い、じんわりと熱い感触を残してゆく。

「ん……っ」

　その手が、とうとう寝間着の中へと侵入してきた。いつの間にかボタンが数個外されて、肌が外気に触れている。そこから直接肌に触れる手は先ほどよりも更に熱く、皮膚の感触をより鮮明に伝えてきた。

　思わず身体がびくりと震え、アミーリアの唇からは小さな声が溢れてしまう。

　その声が、わずかに色めいた響きを帯びているような気がして、アミーリアは慌てて口を押さえた。だが、それが彼は気に入らなかったらしい。










[image: ]










　すこし意地悪げに微笑むと、更にアミーリアの寝間着をくつろげ、上半身をほとんど露出させてしまう。

　恥ずかしさのあまり、アミーリアは身もだえした。対するエドワードはまだ寝間着の上にガウンまで羽織っているのに、自分だけが脱がされている、その事実がとてつもなく羞恥を煽る。

　だが、そんなことを考えていられたのもそこまでだった。小さく唸り声をあげたエドワードが、アミーリアを寝台に押し倒したかと思うと、胸元に唇を寄せてくる。

　は、と熱い息が胸の先を掠めたと思った瞬間、彼は胸の頂をぱくりと口に含んだ。

　そのままちゅっと吸われると、びりりとした感覚が背筋を走り抜けていく。

「や、あん……っ、え、エドぉ……！」

「っ、アミーリア……おま……」

　思わず声をあげると、一瞬エドワードが口を離し、なにごとかを呻くように口にした。だがすぐに再び胸の頂に吸い付き、ちゅうちゅうと吸い上げる。そうかと思えば舌の先で押しつぶされ、反対側の頂は指の腹で捏こねられた。

　そうされると、そこから得体の知れない感覚が生まれ、身体がわななく。唇からはひっきりなしに甘い声が溢れ、止めることができない。

「あ、んんっ……や、そこ、吸っちゃ……っ」

　まるで、全身の神経がそこに集中してしまっているかのようだ。そう思うほど、些細な息使いにすら感じてしまい、目の縁に涙が滲む。

　それと同時に、触れられてもいないお腹の奥が、なぜかうずうずと疼く。どうにかしようと脚をもぞもぞと動かしていると、それに気付いたらしいエドワードが舌先で唇を舐めた。

　さっきまで、あれが自分の胸を嬲なぶっていたのだ、と意識してしまい、きゅうっとお腹の奥が疼いた。とろりとした感覚がお腹の奥から流れ出し、アミーリアは無意識のうちに腰を揺らしてしまう。

「よかった……どうやら、気持ちよくなってくれてるみたいだね」

　そう囁くと、エドワードはアミーリアの寝間着を完全に脱がせ、寝台の奥へと放った。ついでとばかりに自分のガウンを脱ぐと、更に汗でしっとりと湿ったシャツも脱ぎ捨てる。

　その身体を見て、アミーリアは小さく息を呑んだ。

　彼の胸板が意外と厚いことは知っていたが、どうやら適度に鍛えているらしく腹筋も薄く割れている。

　その反応に、エドワードは薄く笑ったようだった。

「結構着痩せする質なんだよね、僕」

「ん、なっ……」

　自分がどこを見ていたのか、彼にはばれていたらしい。恥ずかしさに思わず視線を逸らすと、そのすきにとばかりに彼が真上からのしかかってきた。

　先ほどまで胸に触れていた手は、今度は太ももをするりと撫で、そのままアミーリアの中心へと移動していく。

「あっ……」

　器用に下着を剥ぎ取った指先が、秘裂に触れる。くちゅ、と濡れた音がして蜜に濡れた指先を、エドワードはゆっくりと動かした。

　そのたびにくちゅくちゅと水音が立ち、ぞくぞくっとした快感が、お腹の奥から生まれていった。きゅうっと蜜道が収斂しゅうれんする感覚がして、とろりとした蜜がまた溢れていく。

　やがて彼の指先は、小さな蕾を探り当てた。ぬるりとそこを撫でられると、先ほどまでの快感の比ではない――まるで雷に打たれたかのような強い快感が頭のてっぺんまで駆け抜け、身もだえする。

「や、あ、あっ……エドワ、ド、そ、それっ……だめっ……」

「ん、気持ち良い……？」

　アミーリアの反応に気を良くしたのか、エドワードはしつこくそこを嬲ってくる。ぬるりと撫でたかと思えば摘ままれ、そうかと思えば再び撫でられ。異なる触れ方に翻弄され、アミーリアの唇からはもう嬌声しか出てこない。

　身体はビクビクと跳ね、目の前がうっすらと霞む。

「や、あ、あっ……エド、エドワード……っ、こ、こわい、なにか、きちゃう……っ」

「いいよ、アミーリア……達して」

　覆い被さるようにしてアミーリアの身体を押さえ込んだエドワードが、耳元でそう囁く。その瞬間、アミーリアの身体がピクンと大きく跳ねた。

　目の前に星が散り、身体が硬直する。だが、それも一瞬――すぐに脱力し、アミーリアは大きく息を吐いた。

　まだ頭の奥がぼんやりし、腰の奥にはうずうずとした感覚がとぐろを巻いている。

「なに、今の……？」

「多分だけど、達したんだと思うよ。女性は快感が頂点を極めると、一瞬どこかへ飛んでくような感覚がするんだって」

　それで、と呟きながら、エドワードは再び秘裂をまさぐってきた。そうされると、再びじんわりとした心地よさが生まれ、うずうずとした感覚が再び強くなっていく。

「ここ、かな……」

　つぷり、と指が胎内に入ってくる感覚がして、アミーリアは身もだえした。一瞬身体が強張ったが彼の指が無理に押し入ってこない事を感覚で理解したのか、すぐに身体から力が抜ける。

「うん、いいよ……そのまま、力を抜いていてね……」

　ぐちゅ、と音を立て、エドワードがゆっくりと蜜口を撫で、その奥へ指を侵入させていく。初めて異物を受け入れる蜜道は狭い。だが、一度達したせいか貪欲に指を呑み込もうと吸い付いていく。

「ん、うまいな……」

「や、なに、それ……っ」

　蜜洞の中を探るように動いていた指が、やがて奥へと到達する。ゆっくりと中を広げるかのようにゆっくりと周囲を撫でていた指が、とある場所を掠めた。

　途端にアミーリアの身体がびくりと震え、唇から甘い喘ぎ声がこぼれ落ちる。

「ひ、あっ……」

「ここか……」

　その反応に舌なめずりし、エドワードはゆっくりと、しかし確実にそこを刺激していく。すると、身体の奥から熱いものが生まれ、腰が跳ねた。

　先ほど達したときのように、どこかに飛んで行きそうな感覚がする。けれどそれが弾けなくてもどかしい。

　気付けばアミーリアは、彼の指に合わせて腰をうねらせていた。きゅうきゅうと疼く蜜洞が彼の指を喰い締め、それを動かされると目の前がチカチカする。

「あ、あっ……こわ、あ、あっ……」

「大丈夫、気持ち良いだけ……さ、もう一度、達して」

　耳元で囁かれ、それと同時に耳殻に歯を立てられる。その刺激が引き金になったのか、アミーリアの身体が跳ね、びくびくと震えた。彼の指を含んだままの蜜洞が収斂を繰り返し、お腹の奥からとろりと蜜があふれ出る。

　目の前が一瞬真っ白になり――アミーリアはあられもない声をあげて頂点を極めた。それと同時に指が引き抜かれ、今度は熱く、質量のあるものがそこへ押し当てられる。

「アミーリア……っ」

　歯を食いしばり、何かを堪えるような顔をしたエドワードが、アミーリアの両脚を抱え込む。そして、そのまま――熱杭がアミーリアの蜜口にねじ込まれた。

　先ほどまで指で慣らしていたとはいえ、質量が全く違う。異物感に顔をしかめ、アミーリアはぎゅっと拳を握り締めた。

　幸いにも、先ほど達したお陰で隘路あいろには蜜が溢れている。そのぬめりを借り、エドワードはぐっと腰を押しつけた。

　ずぷ、と音がして隘路を熱茎が進んでいく。

「ごめん……痛いよな……」

「ん、うん……でも、大丈夫だから」

　正直に答えたとおり、痛みはある。けれどそれより、アミーリアは彼を受け入れたいという気持ちの方を強く感じた。

　彼に手を伸ばし「来て」と囁くと、エドワードの目が見開かれ、それからぎらりと光る。

「アミーリア、だめ、だ……」

　唇を噛みしめたエドワードはそう言ったが、脚を抱え込んだ彼の腕には力が籠もった。堪えられない、とでもいうようにずぷんと熱杭が最後までねじ込まれ、アミーリアの視界に星が散る。

「アミーリア、アミーリア……っ」

　うわごとのように名前を呼びながら、エドワードは腰を少しひくと、再び彼女の中へとそれを押し込んだ。最初は気遣うような律動だったそれは、だんだんと速度を増し、強く、速いものになっていく。

　初めは痛みを感じていたアミーリアだったが、いつの間にか身体は快感を覚え始め、唇からはあられもない嬌声がこぼれ落ちている。

　それが恥ずかしくてたまらなくて、必死に口元を覆うがそれでもこぼれ落ちる声を止めることができない。
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「あ、んっ……うあっ……！」

　彼の楔が中の良いところを擦り、ぞくぞくとした気持ちよさが身体中を駆け巡る。その動きが滑らかになると、コツを掴んだエドワードが、ぐっと身体を前に倒し、アミーリアの唇に吸い付いた。すぐに舌が差し入れられ、ぐちゅぐちゅとかき回される。

　それに連動するかのように腰を動かされると、もう駄目だった。頭の奥がじんわりと白くなっていき、快感だけが身体を支配していく。

「あ、あ……っ、あああっ……！」

　ごちゅ、とお腹の奥を突かれ、ぐりぐりと腰を押しつけられ、アミーリアはひときわ甲高い声をあげた。目の奥で星が瞬き、一瞬頭の奥が白くなる。きゅうきゅうと蜜洞が彼のものを締め付けるのを感じ、アミーリアの身体が跳ねる。

　それと同時に、エドワードのものが身体の奥で震え、温かいものがじわりと広がった。は、と彼がこぼした短い吐息が妙に艶めかしく、胸の奥がきゅうっと疼く。

「アミーリア、愛してる」

　そう耳元で囁く声がして、エドワードがぎゅっと抱きしめてくる。その感触を最後に、アミーリアの意識が薄れ、闇の中へと沈んでいった。






　ちゅんちゅん、と小鳥の鳴く声がする。うっすらと意識が浮上して、アミーリアはゆっくりと目を開けた。

　視線の先にあるのは、いつもの天蓋ではない。あれ、と呟いて身体を起こそうとしたが、腰の奥に痛みが走ってバランスを崩してしまう。

「え……？」

　あれ、と首を傾げたところで、アミーリアは隣に誰かが寝ていることに気が付いた。黒い髪に美しい顔をした青年――エドワードだ。

　それを認識した瞬間、昨日の記憶が一気に蘇ってくる。

「ひ、ひええ……」

　そうだった、昨夜は彼と初夜を迎えたのだった。アミーリアは彼の寝顔を見つめ、くすりと笑った。

　昨夜はあれほど激しくアミーリアを求めた彼だが、こうして寝ていると昔の面影が残っている。そっとその黒髪に手を伸ばし、ゆっくりと撫でた。

　それから布団に潜り込むと、彼の胸元に額を押しつけるようにして再び眠りの体勢につく。

　今日くらいは、寝坊しても誰も何も言わないはずだ。腰も痛いし、もう少し寝てしまおう。

　だが、そんなアミーリアのもくろみは、くつくつと笑う声に打ち砕かれた。

「なんだ、アミーリア……折角だから、おはようの口付けでもしてくれるのかと思った」

「何言ってるの……って寝たふりしていたの!?」

　とすると、自分の行動を全て見られていたのだろうか。恥ずかしくて布団の中に潜り込み、アミーリアは彼を睨みつけた。だが彼は、にやにやと笑ったまま、肩をすくめる。

　そうしてアミーリアの肩に手を回すとぐっと力を入れて抱き寄せた。

「僕たち、新婚なんだから、それくらいいいじゃないか」

「わ、悪いとはいわないけど……」

　言葉の途中で、ちゅ、と唇に彼の唇が触れ、すぐに離れていく。あっけにとられ、アミーリアは彼の顔を見た。

　すると、少し得意げな表情を浮かべた彼がくすりと笑う。

「いいね、こうしてきみと迎える朝って」

「……そうね」

　アミーリアが笑いながら答えると、もう一度唇が降ってくる。それを受け止めながら、アミーリアは心が温かくなるのを感じていた。
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